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デ ー タ ベ ー ス は 、 わ が 国 の情 報 化 の進 展 上 、重 要 な 役 割 を果 たす も の と期 待 さ れ て い る。

今 後 、 デ ー タ ベ ー ス の普 及 に よ り、 わ が 国 に お い て 健 全 な 高 度 情 報 化 社 会 の 形 成 が 期 待 さ

れ る 。 さ らに海 外 に 対 して 提 供 可 能 な デ ー タ ベ ー ス の 整 備 は、 国 際 的 な 情 報 化 へ の 貢 献 お

よ び 自 由 な情 報 流 通 の確 保 の 観 点 か らも必 要 で あ る 。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で 流 通 し

て い る デ ー タ ベ ー ス の 中 で わ が 国 独 自の も の は3割 に す ぎ な い の が 現 状 で あ り、 わ が 国 デ

ー タ ベ ー スサ ー ビス ひ い て はバ ラ ン ス あ る情 報 産 業 の 健 全 な 発 展 を 図 る た め に は、 わ が 国

独 自の デ ー タ ベ ー ス の構 築 お よ び デ ー タ ベ ー ス 関連 技 術 の 研 究 開 発 を 強 力 に促 進 し、 デ ー

タ ベ ー スの 拡 充 を 図 る必 要 が あ る 。

こ の よ うな 要 請 に 応 え る た め 、(財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー で は 日本 自転 車 振 興 会 か

ら機 械 工 業 振 興 資 金 の 交 付 を受 け て 、 デ ー タベ ー ス の 構 築 お よ び技 術 開 発 に っ い て 民 間 企

業 、 団 体 等 に 対 して 委 託 事 業 を実 施 して い る。 委 託 事 業 の 内 容 は、 社 会 的、 経 済 的、 国 際

的 に 重 要 で 、 ま た地 域 お よ び 産 業 の 発 展 の 促 進 に寄 与 す る と考 え られ て い る デ ー タ ベ ー ス

の構 築 とデ ー タベ ー ス 作 成 の効 率 化 、 流 通 の 促 進 、 利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な どに 関 係 した

ソ フ ト ウ ェア 技 術 ・ハ ー ドウ ェア 技 術 で あ る。

本 事 業 の推 進 に 当 って 、 当財 団 に 学 識 経 験 者 の 方 々 で 構 成 され る デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・技

術 開 発 促 進 委 員 会(委 員 長 山 梨 学 院 大 学 教 授 蓼 沼 良 一 氏)を 設 置 して い る 。

この 「レコ ー ドマ ネ ジ メ ン ト用 辞 書 管 理 シス テ ム の 開 発 研 究 」 は平 成2年 度 の デ ー タ ベ

ー ス の 構 築 促 進 お よ び 技 術 開発 促 進 事 業 と して 、 当 財 団 が ㈱ オ フ ィ ス 総 研 に対 して 委 託 実

施 した 課 題 の 一 つ で あ る 。 こ の成 果 が 、 デ ー タベ ー ス に 興 味 を お 持 ち の 方 々や 諸 分 野 の 皆

様 方 の お役 に た て ば幸 い で あ る 。

な お 、 平 成2年 度 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 促 進 お よ び 技 術 開 発 促 進 事 業 で 実 施 した 課 題 は 次

表 の と お りで あ る 。

平成3年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン タ ー



平成2年 度 データベース構築促進 ・技術開発委託課題一・覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学的コメン トを含む病理デ ータベ ースのフィージビリティ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築

3AV/MARCの ための分類索 引デ ータベース構i築

4気 候情報データベースの構築

5健 康の 自己管理 と病気予防データベ ースの構築

6シ ルバーエイ ジの実態及び生活に必要な情報 のデ ータベ ース構築

のための調査研究

7交 通事故調査データのデータベース化 に関する調査研究

㈱ エス ・ピー ・オー

㈱防災都市計画研究所

㈱ダインメディアサ ービス

㈱エムテーエス雪氷研究所

㈱ コンピュータコンビニエンス

美崎高齢者福祉互助会 美崎生

活館

(財)日本 自動車研究所

地域活性化

中小企業振興

8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域デ ータと分析 ・提案手法を統合

化 した企画支援 システムデ ータベースの構築

10ネ ッ トワーク化された地域情報デ ータベースの有効 なマ ネジメン

トにっいての調査研究

11徳 島市中小商業振興デ ータベ ースの構築

12九 州地域の人材情報データベース構築

㈱西日本新聞社

パラシュー ト情報開発研究会

札幌凸版印刷㈱

セントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

㈱ニューメディア徳島

(財)九州産業技術センター

海 外

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文デ ータベース構築

14海 外規格(ソ 連邦 国家規格)デ ータベースの整備

15政 府開発援助(ODA)に 関するデ ータベースの構築調査

16専 門用語デ ータベ ースシステムの機能に関する調査研究

17専 門家データベース構築事業

コムラインインターナショナル㈱

日本電子計算㈱

(財)日本国際協力システム

アイ ・エ ヌ ・エス㈱

(財)海外貿易開発協会

技 術

18VAN用 データベース管理 システムの開発

19レ コー ドマネジメン ト用辞書管理 システムの開発研究

20建 築CAD用 拡張可能デ ータベ ースのプロ トタイ プ作成

21先 進複合材料データベース ・プロ トタイプの作成

22マ イクロコンピュータのプログラマブル周辺デバ イスのデ ータベ ー

ス化

23書 誌データベース用ダイナ ミック ・シソーラスの可能性調査 と実験

シャープ㈱

㈱オフィス総研

三菱電機㈱

(財)次世代金属・複合材料研究開

発協会

(社)日本システムハウス協会

㈱紀伊國屋書店
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1.研 究 の 目的

近 年 、 社 会 環 境 の 変 化 と共 に、 オ フ ィス の か か え る 問 題 も 大 き く変 わ りっ つ あ る。

そ の 背 景 とな る も の に 、r情 報 の 多 様 化 に よ る文 書 量 の 増 加(紙 の膨 大 化)』 『統 一性 に

欠 け たOA化 の 進 展 』rオ フ ィ ス部 門 へ の 投 資 の 遅 れ 』r個 人 の 生活 レベ ル の 向 上 』 が あ

り、 『ス ト レス の 増 加 』r業 務 効 率 の 低 下 』 『狭 くて 乱 雑 』 『家 庭 環 境 とオ フ ィ ス 環 境 の

ギ ャ ッ プ の増 大 』 等 の 問題 が 高 ま りっ っ あ る。

そ の 結 果 、 よ り快 適 で効 率 的 な オ フ ィ ス を め ざ してrオ フ ィ ス 環 境 改 善 』 や 『レ コ ー ド

マ ネ ジ メ ン トの 確 立 』 へ の 必 要 性 が 高 ま っ て い る 。

レコ ー ドマ ネ ジ メ ン トと は不 必 要 な 記 録 を作 成 ・保 有 せ ず、 価 値 あ る 記 録 を経 営 資 源 と

して 活 用 す る た め 、 記 録 の 作 成 か ら処 置(廃 棄 、 永 久 保 存)を 経 済 的 か っ 効 率 的 に 行 う し

くみ(国 際 レコ ー ドマ ネ ジ メ ン ト協 会 定 義)を い う。

こ の よ うな 背 景 か らオ フ ィ ス で は 、rレ コー ドマ ネ ジ メ ン トの 確 立 』 へ の取 組 み と、 あ

わ せ て管 理 媒 体 の 関 心 は 紙 中心(ペ ーパ ー フ ァイ リン グ シ ス テ ム)か ら機 械 可 読 化 媒 体

(ワ ー プ ロ用 磁 気 媒 体 、 光 デ ィス ク)を 対 象 と し た電 子 フ ァ イ リン グ シス テ ム へ と移 りっ

っ あ る 。

そ の電 子 フ ァ イ リン グ シ ス テ ム で は、 文 書 の タ イ トル 、 作 成 者 、 分 類 記 号,キ ー ワ ー ド

等 の書 誌 事 項 検 索 シ ス テ ム の 他 に 、 自然 語 に よる 文 書 内 容 検 索 シ ス テ ム(参考文献1)を 実 現 し

よ う とす る動 き が 活 発 化 して い る。 しか しな が ら 自然 語 検 索(フ リー タ ー ム 検 索)の ま ま

で は検 索 モ レ等 の 問題 が 発 生 す る た め、 同 義 語 ・類 義 語 で マ ッチ ング が で き る よ うに す る

た め の 同 義 語 ・類 義 語 の 辞 書 が 不 可 欠 に な る。 しか しそ の作 成 ・更 新 に は人 手 が 掛 り、 辞

書 の メ ンテ ナ ン ス を継 続 的 に 行 う こ とは容 易 で は な く、 そ の 為 に シス テ ム の 運 用 を 諦 め る

企 業 は 少 な くな い。

現 在 の 一 般 的 な辞 書 の更 新 方 法 は、 辞 書 フ ァイ ル を ハ ー ドコ ピー 上 で 行 い 、 そ の 後 辞 書

フ ァ イ ル に入 力 す る 方 式 が と られ て い て 、 人 手 に よ る 処 理 が 多 く、 シ ステ ム 化 が非 常 に 遅

れ て い る分 野 で あ る 。

そ こで 、 レコ ー ドマ ネ ジ メ ン トの た め の 自然 語 検 索 シ ス テ ム 用 の 辞 書 更 新 か ら人 手 作 業

を 軽 減 す る た め の 支 援 シ ス テ ム機 能 を開 発 す る こ とを 目 的 とす る研 究 を行 う。
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2.研 究 の 方 法

研 究 の 方 法 は 大 別 す る とr辞 書 管 理 シ ス テ ム の 開発 』 『実 験 用 辞 書 の作 成 』 お よびr確

認 実 験 』 か らな る 。

以 下 に そ の 概 要 に つ い て 述 べ る 。

2.1.辞 書 管 理 シ ス デ ム の 開 発

こ の シス テ ム はパ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ を用 いて 開 発 した 。 一 般 オ フ ィ ス で の 利 用 を考

え、 開 発 の ツ ール は 普 及 率 も 考 慮 して 以 下 の よ うな 汎 用 性 の あ る も の を選 定 した 。

・パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ:NEC製PC-9800シ リー ズ

10S:MS-DOS

・DBMSパ ッ ケ ー ジ:dBASEIH

ま た、 辞 書 管 理 シ ステ ム の 開 発 に あ た っ て 次 の 機 能 を開 発 課 題 と した 。

① 候 補 語 の入 力 を一 語 一 語 入 力 す る 方法 と、 フ ロ ッ ピ ーデ ィ ス ク か らの 大 量 一 括 入 力

す る 方 法 の 両 方 の 入 力 を可 能 に す る 。

② 候 補 語 の 出 現 回 数 に よ り、 辞 書 登 録 対 象 語 を 自動 選 択 表 示 す る 。

③ 辞 書 更 新 時 、 登 録 対 象 語 が どの カ テ ゴ リの配 下 に属 す る か シ ス テ ム 的 に判 断 し、 可

能 性 の あ るカ テ ゴ リを画 面 に 優 先 表 示 す る 。

2.2.実 験 用 辞 書 の 作 成

実 験 用辞 書 と して は 「オ フ ィス プ ラ ン ニ ン グ 」 業 務 に 関 す る専 門 用 語 を 事 例 と して選 定

した 。辞 書 の 構 造 は カ テ ゴ リ ー 用 語(デ ィス ク リ プ タ)一 同義 語 か らな るISA関

係 構 造 シ ソ ー ラ ス と した。 辞 書 の 作 成 方 法 は 「オ フ ィ ス プラ ン ニ ン グ」 を社 内で 担 当 し て

い る コ ンサ ル タ ン ト、 デ ザ イ ナ ー に 対 し、 検 索 キ ー ワ ー ド調 査 票(表2-1)に よ りア ン ケ ー

ト調 査 を行 い 、 カ テ ゴ リの 設 定 と 用 語 の抽 出 を行 っ た 。(原 案)

この 原 案 を ベ ー ス に社 内 文 書 資 料(社 内 作 成 研 修 用 資 料 、 カ タ ロ グ 等)よ り用 語 を収 集 ・

整 理 し、 実 験 用 辞 書(588語)と した 。(表2-2,3)用 語 の 整 理 を す る 上 で 留 意 した こ

と は 同義 語 と複 合 語 の整 理 で あ り、 以 下 にそ の 方 法 に つ い て 述 べ る 。
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表2-1

検 索 キ ー ワ ー ド 調 査 票(フ ァセット分類抽出表) J-22-IF

対 象 オフィスプランニング セク シ・ン名 ア メ 巧 ・ 句

氏 名

STEP3:基 本計 画

活 用 方 法(活 用 目 的) 活用目的の 検索するときの

文 書 ・ 資 料 名 重 要 度 キ ー ワ ー ド

㊨誠 3:大

・齢 し1マ綱(卵 桓

・榊 丁
.〔蜻.∫ ㌣ ソリ

しく了伯 ㍗ 聯 ⑭ ろ畝
2:中

1:小 ＼

3:大

・睡 じ南 ㊧1

・里 θ喘 旦メφ 允

鵬暗 暗 塵桐 ∪の作 ∫艮
21中

、蜘 防 三τ
'

鯛 。窪 ・定

1:小

・職 能 南 島折

・観 知計 Φ、

《舗 祈9・ ノ/

和5,匠 鬼

3:大

2:中

1:小

、休 符 等 の メ一方ーカ .
†

・直 線 万三宏
.

・侮 祠 辞 柄,

・ の 一 壱†@.

3:大
・ の' .イ メー ゾ'

艀 ジ■
ウ

2:中

1:小
'
カラーフィ 戸 レ

3:大

・卿1磁(翔 品 ・

新 そベノ

肝 スヌ9ン牛 ド ?

2:中
・ 一 偽 り づ 〃・L'

1:小

・ヌ ペ ー229つ つド,ド:

3:大

2:中

1:小

*3:重 要 度が高 い2:重 要度 が やや高 い1:重 要度 が低 い

一3一一



表2-2

デ ィ ス ク リ プ タ ー

*一*シ ソ ー ラ ス 辞 書 一 覧 リ ス ト

同 義 語

*_*

カ テ ゴ リ ー

L関 連 法 規

法

法

化

準

準

基
法

標

薬

勝
業

建
消

工

1
2
3

2.会 社 名
1.太 陽 神 戸 三 井 銀 行

2.日 本 ガ イ シ

72.日 本 レ コ ー ド マ ネ ジ メ ン ト

1.NRM

73.関 西 レ コ ー ド マ ネ ジ メ ン ト

1.KRM

74.東 京 レ コ ー ド マ ネ ジ メ ン ト

1.TRM

75.オ フ ィ ス 総 研

1.オ フ ィ ス 総 合 研 究 所

2.ORI

3.官 公 庁

省
省

庁

蔵
産

務
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表2-3

カ テ ゴ リ ー

*一*シ ソ ー ラ ス 辞 書 一 覧 リ ス ト*一 ‡

デ ィ ス ク リ プ タ ーi司 輌妄 語
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7
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7
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2.2.1同 義 語 の整 理 方 法

同義 語 は っ ぎ の8つ の 観 点 か ら整 理 した 。

① 意 味 的:デ ス ク;机

② 略 語:NRM;日 本 レコ ー ドマ ネ ジメ ン ト

③ 表 記 の 相 違:ITO;ア イ テ イー オ ー

④ 送 りが な の相 違:読 み 込 み;読 込 み

⑤ 異 字 体 表 記:製 鉄;製 鐵

⑥ ア ク ロ ニ ウム:CI;C.1.

⑦ 長 音 記 号 付 与 の有 無 の 相 違:レ コ ー ドマ ネ ジ メ ン ト;

レコ ー ドマ ネ ー ジ メ ン ト

⑧ 外 来 語 表 記:硝 子;ガ ラ ス
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2.2.2複 合 語 の 整 理 方 法

複 合 語 に っ いて は 可 能 な 限 り、 分 割 し た。 た だ し、 検 索 時 の ノ イ ズ を で き る だ け 少 な く

す る た め に も 次 の2っ の 場 合 は 分 割 せ ず に そ の ま ま登 録 した 。(参考嫌2)

(1)分 割 す る と一 方 の 文 字 が 一 文 字 に な る場 合

(例)分 類 表 → ×分 類:表

(2)分 割 後 の 単 三吾が どち ら とも・ 元 のeca語 と 同様 に ・ また は 同 時 に発 生 す る 可 能 性 が 高

い と思わ れる場合

(例)配 線設備 → ×配線:設 備

2.3.実 験 の 方 法

サ ン プル 文 書 か ら単 語 を抽 出 し、 そ の抽 出 し た もの を 辞 書 管 理 シ ステ ム に入 力 ・更 新 し、

今 回 開 発 した シス テ ム の 機 能 を検 証 す る た め の 確 認 実 験 を行 った 。

以 下 に そ の 手 順 を 示 す 。

(1)単 語 の 抽 出

サ ン プ ル 文 書(企 画 書)か ら単 語 を抽 出 し、 テ ス トデ ー タ 用 のFD(フ ロ ッ ピ ー

デ ィ ス ク)に フ ァイ ル した 。

(2)辞 書 管 理 シス テ ム へ の 入 力

テ ス トデ ー タ用FDか ら辞 書 シ ステ ム に 一 括 入 力 し た。

(3)更 新 確 認 実 験

シス テ ム を起 動 さ せ な が ら、 目標 とす る機 能 を確 認 した。
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3.辞 書管理 システムの現状 と問題点

情報検 索 システ ムに用 いられ る シソ ーラス を中心 とす る辞 書管 理機 能 につ いて考 察 し、

現 状 を文献 を基 に レビュー し、 当委託 課題 の参考 に する。

3.1.辞 書 管 理 機 能 の 課 題

ある一 つの分 野(多 くは専 門領域 、例:学 問分 野)に お いて情報 交換 および情報 流通 を

行 う上 で、 専門 的概 念(カ テ ゴ リと い う)を 表現 す る ために、 そ の表 現 形式 を定 め、 その

下 に設定 され た単 語 の使 用が必 要 にな る。 この様 な単 語 を用語 も しくはデ ィス ク リプタ と

い う。 日常 の コ ミュニケ ー シ ョンにお いて用 い られ る単 語 は単 に単語 も しくは語 と いう。

単 語 には、 同一 概念 を表 現 する複数 の異表 記語 が存在 す る。 ま た、 人 間は、 一つ の概念

を表 現す るの に広 範 囲の レベル ある いは狭義 の レベル か ら考 え単 語表 現 をす る。そ こで、

デ ィス ク リプタ を 中心 に単語 の 関係 を明示 する ため にシ ソーラ スが構 築、利 用 され て きた。

デ ー タベ ースの 構築 に おけ る索 引デ ータ の付 与 お よび情 報検 索 にお け る検 索デ ー タの設

定 に シソーラ スが 用 い られ て いる。索 引デ ータお よび検索 デ ー タは、情 報 内容 およ び検 索

要 求 内容 を シソー ラス用 語 に よって表現 され る。

シソー ラスは 、用語 間 の関係 をデ ィスク リプタ を中心 に展 開 した構 造化 用語 集 であ る。

そ の構造 はデ ィス ク リプタ を中心 に上 位概念 語、 下位概 念語 、 同義 関連語 を展 開 し、 さ ら

に各 語 と他デ ィス ク リプタ との関係 をも表現 したも の とな る。

専 門領 域 の発 展 に ともな い、概 念 の変遷、新 規 用語 の出現等 が生 じる。 それ に伴 う用語

間 の関連 づ けの変 更、新 規 用語 の登録等 が生 じる。 索 引デ ータの付 与 お よび検 索 デ ー タの

設定 の ため に常 に シソー ラス をメ ンテ ナン スする必要 が あ る。 ここに、 シソー ラス管理 機

能 の課 題 が生 じる。

また、索 引デ ータの付 与 および索 引デ ー タの設 定 のため のデ ィス ク リプタの選 択 に対 し、

索 引作成 者 お よび情報 検 索者 の情報 内容 お よび検索 内容 をデ ィス ク リプタに接近 させ るた

めの シ ソーラス 用語検 索機 能 の課題 が生 じる。

さ らに付 与さ れ た索 引 デー タ と設定 され た検 索 デ ータ との間の 、検索 処理 時 にお け る照
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合機能の課題もある。

上記のいずれの課題 も、その中心 をなす技術的問題は、索引作成者および情報検索

者の情報内容および検索 内容 を表現する用語 とシソーラス内にエ ン トリされている各

用語 との照合機能の実現に尽 きる。

以下、具体的に例を上げて示す。

3.1.1.形 態 一 致 機 能 の 課 題

① 同義異表 記語 デ ータは照 合 で きず欠落 が生 じる。

,例:〔 電子計 算機 〕 に対 して 〔コ ン ピュ ー タ〕 は照合 で き な い。

② 短縮型 表記語 デ ー タは照合 で きず 欠落 が 生 じる。

例:「 電子 計算 機」 に対 して 「電算 機」 は照合 で きな い.

この結 果、 類義語 デ ータ は照合 で きず 欠落 が生 じる。

この① の問題解 決 に は、 シソ ーラ スに全 て の同義 異表 記語 を登 録 す る以外 にな い。

② の問題 解決 には、短 縮型 表記 語 生成機 能の 開発 が必要 にな る。 しか し、全 ての生 成

規則 を発 見す るこ とは容 易 な こ とで はな い。 そこで、① の問題 解 決 と同 じくシソー ラ

スに全て の同義異 表記 語 を登録 す る以外 にな い。 いずれ の課題 も 自然言 語処 理機 能 の

レベルで の研究 が必要 で あ り、 現 時点 にお いて解決 され て いな い。

そ こで、現実 に は、デ ー タベ ースの構 築 にお いて、 シ ソー ラス用語 以 外 に 自然語 索

引デ ータ を設 定 し、 索 引デ ー タの網 羅 性 を補 償 して いる.一 方 、検 索洩 れ を防 ぐため

に、 索引機 能 と して トラ ンケ ー シ ョン機能 を実現 してい る。

3.1.2.意 味 的 一 致 機 能 の 検 索

①異 表記複 合語 デ ータは照合 で きず欠落 が生 じる。

例:「 図書 館業 務 システ ム」に対 して 「図書館 業 務 の システ ム」 は照合 で きな

い。

この問題解 決 の為の研 究 は、 上記1)の 問題 解決 同様 、 自然言 語処 理機 能の課 題 で も

あ り、 現 時点に お いて 解決 され て いな い。
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そ こで、 現実 には、 デ ータベ ースの構築 において、 上記 の例 にお いては、例 え ば、 「図

書 館 」、 「業務 」、 「システ ム 」 と分割 し索 引デ ータ を設 定 し、 索 引指 示機能(論 理 式展

開)委 ね 、検 索 を可能 に して いる。 ただ し、 検索率 は補 償 され るが検索 精度 は落 ちる。

以上 の問題 解 決 に、現行 の デ ータベ ース構 築 にお いて、 シソー ラスの補遺 版 の作成 、 検

索 法マ ニ ュアル 等 を作成 し、 シ ソーラ スを利 用 する上 で の対処 策 を計 り実施 して い る。 し

か し、 これ ら方 式 は、予 防策 で あ り根本 的な 問題 解決 に な って いな い。

3.2.辞 書 管 理 機 能 の 現 状

レコー ドマ ネ ジメン トを目的 に使 用す る索 引語 の ファ イル(=辞 書)に 対 し、新 規 の索

引候 補語 を更 新 す る システム機 能が必 要 にな る。 そ の機 能 は、情 報検 索 システ ム に用 い ら

れ る シ ソーラ スの課題 と同 じで ある。そ こで、辞 書 フ ァイル に対 し直接 更新 を行 う支 援 シ

ステ ム機能 を開発 す る為 に、 そ の課 題解 決策 につ いて、 以下研 究 開発 の現状 を文献 調 査 を

元 に レビュ ーす る。

(1)シ ソーラ スの持 つ一 般 的な問題 点、 シソーラス の構築 課題 お よび メ ンテナ ンス を行 う上

での 技術 的課題 を、わ が 国 を代 表す る シソーラス の一 つで あ るJICSTの 「JICST

科 学 技術 用語 シ ソーラス 」に ついて文献11)、7)、5)、 お よび新 聞記 事デ ー タベ ースの 構

築 ・検索 システ ム に用 い られ て いる 「NK-MEDIAシ ソーラ ス」 にっい て文献12)を

分析 す る。 文献11)で は 「JICST科 学技 術用 語 シソー ラス」 の開発経 緯 を、 文献7)

では、1987年 に行 われ た改訂作 業 内容 を、 文献5)で は その後 の課 題 を、 文献12)で は

rNK-MEDIAシ ソ ーラス」 の開発経 緯 および その後 行わ れ た第1回 改 訂作業 に つい

て報告 して いる。

(2)シ ソーラ ス内 の カテ ゴ リの レベ ル は、索 引デ ー タの付 与 お よび検 索デ ータの設定 にデ ィ

ス ク リプタ を発 見 するた めに、 また新規索 引候補 語 の更新 の際 に、 特 にその 概念範 囲 の理

解 に、大 き く影 響 する。各 シソーラ スのカテ ゴ リ ・レベ ル にっ いて文献9)で 実 際の 複数

の シ ソーラ ス を比較評 価 して いる。 カテ ゴ リの変 遷 に対 す るメ ンテナ ンス につ いて 文献1)

お よび10)で 、 また概 念 間関係 を明示 する 一つの 手法 と してJICSTに お いて実現 し利

用 に供 して い る"タ ー ムチ ャー ト"が 文献6)に 示 されて い る。
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(3)新 規索 引候補語 を更 新 す る技 術 的課題 に っ いて、文献13)で は上 記3.1.で 示 した異表

記語 の管 理問題 に っいて整 理 し、現 実 的な辞 書管 理 システ ム を示 して い る。 新 規索 引候 補

語 の更新 に ついて、 文献3)で は カテ ゴ リ間の 関係 にお いて行 う問題 を、文 献8)で は用 語

間関数 を用 いての 方法 を、文献4)で は文節 レベル での機能 語情報 を用 いる方法 を、文献

14)で は 日本語 の 語基 レベル で の形態 的一 致 にっ いて大容 量の 用語 を基 に分析 した結果 を

示 して いる。

(4)シ ソーラスの メ ンテナ ンス を実際 に実現 する ための シ ステ ム機能 お よび その効 率等 の課

題 は、対象 とする コ ンピュー タの レベ ル と合 わせ 重要 な課題 で ある。文 献2)は ミニ コン

ピュ ータの レベル の システム を紹介 して いる。

以 下 に、 各 内容 の概 要 を示す 。(文 末 に文献 一 覧 を掲 載)

3.2.1.調 査 文 献 概 要

(1)文 献1)M.F.ブ ル ン デ ッ ト(M.F.Brundet):情 報 検 索 シ ス テ ム に お け る 自 動 的 シ ソ ー ラ

ス 更 新 の 概 念 設 計;ACONCEPTUALFRAMEWORKFORAUTOMATICANDDYNAMICTHESAURUS

UPDATINGININFORMATIONRETRIEVALSYSTEMS,Colling80,pp.586-589(1980)

冒 頭 にABSTRACTと し て ま と め ら れ て い る よ う に 、 書 類 検 索 や 新 分 野 開 設 を 目 的 と し た 自

動 シ ソ ー ラ ス 構 造 の 方 法 論 を 呈 し た の が 本 論 文 で あ る 。 シ ソ ー ラ ス に 含 ま れ る 情 報 が 、

Andやorと い っ た 自 動 的 な ユ ー ザ ー の フ ィ ー ドバ ッ ク を 経 て 新 た な 検 索 の 方 式 を 導 き 出 す.

理 論 上 で は あ る が 、 デ ー タ ベ ー ス 構 成 へ 向 け て の 提 示 で あ る 。

シ ソ ー ラ ス は 通 常"デ ィ ス ク リ プ タ の 集 合 体 で あ り、 デ ィ ス ク リ プ タ 間 の 関 係 情 報 の 集

合体 である。"と 定義 されて い る。デ ータベ ース に新 しい文書 を入 力す る とき、 キ ー ワー

ド作成 の ため、文章 か らデ ータ を 引き 出 し系統 化 す る。 まず文 法的変 格 が定 型 に直 され る

のが第 一義 だろ うが この直 され た型 をitemと 呼び 、本論 文 でシ ソーラ ス構成 を論 ず る上 で

の基本 単位 とな って いる。

まず、局 部的 な こ とか ら論 じて い る。R.ア ター氏(R.Attar)とA.S.フ ラ ンケ ル氏(A.

S.Fraenkel)の 共 同論 文 に習 い、局 部 の群 生化 す る。 この 時、対 象 とな る文書 群 はDl、

1セ ッ トのitem群 はTl、 文書番 号 はDN、 文章 番号 はSN、 同一文章 内のitem番 号 はIN、

item内 の単語個 々はそ の番号 をiやjでwt(i)の よ うに示 し、i番 め のtとj呑 め のsの 間隔
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をd、dの 機 能 をF、 関係 するs、tの 単 語 の合 計値 をb、 標準 化 させ る機 能 をμR(s、t)、

参 照 す るベ ク トル をR、 仕事 と してのベ ク トル をERと し、そ の関係 を計算 式 で求 め た。

さ らに新 情報 による シ ソー ラス更 新 の考 え方 と して、 新 たな用 語 と概 存 す るitem間 の類

似 性 や近 接性 を検討 す る。層この ときM、mと いったitems、t間 の 関係 を示 す機 能2っ を

定 義 し(式 ④ 、⑤)、 概存 の参照 する ベク トル をRs、 新 しいも の をR'と し、 そ の標 準

化 の ベ ク トル との連合 機能 の重要性 を見い 出 して い る。(表3-1)

Min(μR、(s・t),μR9(・ ・t))

1-1μR、(・ ・t)一 μR5(・,t)1

Max(μRs(s・t),μRξ(s,t))

1+1μR、(・ ・t)一 μRξ(・ ・t)1

次 に シソ ーラ ス構 築、 更新 におけ るm、Mの 機 能 .の役割 に考究 す る。 こ こでitemのxを

用 い、item群Tに 属 す るxに 関 し、Rx、PSx、Txの3つ の機能 ベ ク トル を定 義 す る。

PSx={t/μps(x,t)〉 α)

xに 関係 す るitemは 概 存 シソー ラス内 の1文 脈、 或 いはい くっかの 文脈 、或 いは もっ と全

体 的 な文脈 の内 にあ る。3つ のベ ク トル は0と 示 す こともあ り、 その 場合 に よ って対 処 が

一11一



表3-1 UsingtheabovefunctionsmandM(formulas(4)・(5))

μR
,(・ ・t)

μRξ(・ ・t)

Hi・(μR、 ・μR'、)

m-
1-1μR

、 一 μR'、1

Hax(μR、,μR'、)

M=・

1+1μR
、 一 μRgl

O 1 indeterminate 0.5

O O.2 O O,166

0 0.8 O O.44

0.1 0.9 O.5 O.5

0.1 O.8 O.33 O.47

0.1 0.7 O.25 O.43

O.1 O.6 O.2 O.40

O.1 0.5 O.16 O.36

O.1 0.4 0,142 0.30

O.1 0.3 O,125 O.25

O.1 O.2 O.11 0.18

0.1 0.1 O.1 O.1

O.5 O.5 O.5 O.5

0.9 0.2 0.66 0.52

O.9 O.4 0.8 O.6

0.9 O.5 O.83 O.64

O.9 0.6 0.85 O.69

0.9 0.8 0.88 0.81

異 なる。 まず1呑 めはPSxもTxもOで は な いとき一 更新 に3過 程 が あ り・ その第1は ・

新デ ータの処理 と してRxとPSxを 計算 し、 比較 す る。第2に 更新 の手 順 と して2と お り

があ る。仮 の参照 ベ ク トルPxとTxが 同－itemを 有 するな らETxはmに よ り修正 し・ 有

しな いな らTxはMに よ り修 正す る 。第3に 仮 シソーラ ス更 新 の手 順 と してPSxの 連 合機

能 を μRx、μPSx、Mを 使 って計算 す る。 対処 の2呑 め はPSxとTxがOで あ る とき一 この

場 合、 どの 文脈 にもxは な い。 対処 の3番 目はPSxはOだ がTxは0で な い とき－mを
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使 用 し、Rx≠ φな らTxを シ ソーラ スに築 く。更新 を繰 り返す と付加 的 なitemよ りも全 体

的 なitem価 値 が、 シ ソーラ ス更新 に伴 って増大 して い くこ とが 計算 で き る。

こ こで、 シ ソーラス の全体 的処理 と して、一組 の参照 ベ ク トルTx、Tyに っ いて類似性

r(x,y)、 間隔d(x,y)を 測 定 する。(式 ⑥,⑦)

r(x,y)=

Mi・(μT・ μT)

Max(μT・ μT)

d(x,y)=1-r(x,y)

isapseudo-distancewhoserangeis[0,1].

このTx、Tyの 示 すitem群Tは よ り大規模 で はあ るが、6000語 を超 え る様 な超大 な辞 書

に は現 実的 で はな い。 この点 の克服 の ために局部 的な組 み あわせ 行列 か ら全体 的 なも の を

築 くこ とが考 え られ る。

そ して更新 とい う作 業 には フ ィー ドバ ックが重要 に な って くる が、 この ことに関 しては

様 々な論 文 が書 かれ て いる。 しか しそれ らはあ るJ.カ ーテ ィン氏(J.Courtin)に よ って

一 論文 に ま とめ られ、 それ は局 部的場 合 にも、全体 的場合 にも、 局部 的 ・全 体 的あわ せ た

場合 にも応用 で きる。最 も良 い方法 と して はその局 部的 ・全体 的双方 の文脈 に使 用 で きる

こ との よ うだが、 立証 は まだ されて な いので ある。

本 論文 に於 て、 考察 の基 に した シソー ラスはお よそ平面 的 であ り、 今 回は集 め られ た内

容 を反映 したitemか とか、優 位性 とかは予想 して いな い。 そ の上 で、 今後 の シ ソー ラス に

関 す る意 見 を受 け入れ、 関連 す る関数 も一部値 を変化 させ て ゆ き、類義 語の 定義 は豊 富 に

してゆ くこ とを予想 して いる。

次 段階 の 目標 と して以 下の2点 をあ げ られ る。

① キ ー ワー ドがあや ふや で も使 用 でき、不足 の ない質 問文 を作成 する こ と。

② 自動索 引 の メカニ ズム を設置 し、文 書の集 団化(分 類 化)を 図 るこ と。

こ う した点 で シ ソーラス が構想 され るべ きであ る。
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(2)文 献2)E.J.カ ザ ラ ウ ス カ ス(E.J.Kazlauskas),T.D.ホ ル ト(T.D.Holt):シ ソ ー ラ ス

作 成 へ の ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 利 用;TheApplicationofaMinieomputertoThesaurus

Construction,JournaloftheAmericanSoeietyforInformationSciencevol.31No.5,

pp、363-368(1980)

NICSEM(NationalInformationCenterforSpecicalEducationMaterials)用

デ ー タ ベ ー ス の た め の シ ソ ー ラ ス を 作 成 す る い ろ い ろ な フ ェ ー ズ で ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ を 活

用 し た こ と に つ い て 述 べ る 。

初 期 値 の 用 語 の 選 択 と 整 理 は 下 請 け で あ るVORTコ ー ポ レ ー シ ョ ン が 、NICSEM

の 情 報 科 学 お よ び 専 門 教 育 の ス タ ッ フ と 共 に 行 っ た 。

NICSEMが 必 要 と す る 用 語 は シ ソ ー ラ ス で 管 理 さ れ る べ き も の で あ っ た 。 し か し、

残 念 な こ と に 、 こ の シ ソ ー ラ ス 作 成 に 利 用 さ れ る は ず の こ の 専 門 分 野 に お い て は 共 通 の 専

門 用 語 、 あ る い は 体 系 は 存 在 し な か っ た 。

専 門 教 育 の 学 生 の ニ ー ズ に 合 わ せ よ う と し た 多 く の 分 類 法 や 管 理 シ ス テ ム が 開 発 さ れ た

が 、 こ れ は と い う 均 一 の 評 価 を 得 ら れ る も の は な か っ た 。 し か し な が ら こ れ ら の 分 類 法 や

管 理 シ ス テ ム は シ ソ ー ラ ス 用 語 作 成 に 活 用 さ れ る べ き で あ る 。 い く つ も の 異 な っ た ソ ー ス

か ら 用 語 を 体 系 づ け て 手 作 業 で 整 理 す る に は 、 大 量 文 書 の 作 成 や タ イ プ,編 集,並 べ 換 え

な ど 、 事 務 的 な 時 間 が 必 要 に な る 。 こ れ ら の 仕 事 は ま さ に コ ン ピ ュ ー タ に 向 い て い る と 思

わ れ た 。

(a)コ ン ピ ュ ー タ の 特 徴 と 開 発 の プ ロ セ ス

こ の タ イ プ の コ ン ピ ュ ー タ 処 理 に 求 め ら れ る 性 能 は 、 オ ン ラ イ ン で の 用 語 の 入 力 、 編 集

(並 べ 換 え ・グ ル ー ピ ン グ)、 用 語 デ ー タ ベ ー ス 作 成 の た め の テ キ ス トの ハ イ ス ピ ー ド分

析 、 個 々 の シ ソ ー ラ ス イ ン デ ッ ク ス フ ォ ー マ ッ ト 出 力 で あ る 。

VORTコ ー ポ レー シ ョ ン は 、 ヒ ュ ー レ ッ トパ ッ カ ー ド(HP)1000ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ

を 使 っ た 。HP1000は ハ イ ス ピ ー ド プ ロ セ ッ サ ー(595nsec),マ ル チ タ ス ク オ ペ レ ー

シ ョ ン シ ス テ ム(RTE),中 位 の オ ン ラ イ ン デ ィ ス ク 容 量(15MB)を 有 す る 。 言 語

はFORTRANを 使 用 し た 。 オ ン ラ イ ン 上 で 新 用 語 の 加 工 ・追 加 を し 、 イ ン デ ッ ク ス を

変 更 し た 用 語 を マ ー ジ す る の に 有 効 な 直 接 ア ク セ ス を 用 い 、 更 新 作 業 に は 十 分 な ス ピ ー ド

が 得 ら れ る 。

他 の シ ソ ー ラ ス に っ い て レ ビ ュ ー し た 後 、NICSEMの シ ソ ー ラ ス 構 築 の た め の 開 発
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方針 を決定 した。

この方針 の重 要 な点 は専門 的分野 、用語 の編集 、専 門教育 へ の幅広 い研究 な どを考 慮 す

る こ とで あ る。 分野 、用 語の編 集、 専門教 育へ の幅広 い研究 な ど全体 を通 してみ る と、次

の5っ の基 本 的な セ グメ ン トに分 かれ る。(図3-1)

それ は、 ①用 語 の収集、 ② 用語の編 集/合 成、③ 用語 の グル ー ピング、④ 用語 の体系 化 、

⑤ イ ンデ ッ クスの プ リン トで あ る。

HP1000に よるオ ンライ ンでの シ ソーラス作成 は セグ メ ン トの② ～⑤ に よ り展 開 した。

(b)用 語 の編 集/合 成

用語 の収集 プ ロセ ス におい て、初期 に16,000語 を集め た。 これ らの用 語 は専 門教 育 に参

考 に なる可能 性 のあ る もの をベ ース に収集 した。

認 知 され た用語 は ワー クシ ー トに記録 す るか、あ る いは原文 に直接 マ ーキ ング した。

入 力の オペ レー シ ョンはステ ップご とに完全 コン ピュ ー タのCRTに 指示 が して いる。

オ ペ レータ ーがCRT上 で用 語 を入 力 する指示 や、"新 用語"の タイ トル選定 を行 な う。

システム がオ ペ レー ターに対 して必 要 な用 語 のデ ー タ(題 目、 ソースナ ンバ ー、ス コ ープ

ノー ト)に つ いて 聞 いて くる。オペ レーター は1時 間あた り平均250用 語以 上 の入力処 理

がで きた。

用語 ファイル に あるすべ て の用語 は ソー トされ、 アル ファベ ッ ト順 に プ リン トされ た。

この アル ファベ ッ ト順 の リス トは 同義語 の判別、 エ ラー修正 、 用語形 態の 確認 をす るた

め に編集 ス タ ッ フが利 用 した。

同義語 は用 語 ファイルか ら物理 的 な削除 は され ずに、 フ ラグが たて られ た。

セ グメ ン ト③(用 語 の グル ー ピングの プロセス)で は編 集 ス タ ッフに よ りグル ー プの名

前 づけが な され た。

用 語が編 集 され 、 フラグ処理 をされ た後 、16,000語 の入 力語 に対 し、13,000語 が登 録候

補(統 制語)と して残 った。

(c)用 語 の グル ー ピ ング

シ ソーラ スは専 門教育 の 学生 のため の専門 ス キル と関連 づ けた用 語 グル ープが求 め られた。

用語 のな かに は、 プ ログラ ムの運営 、ア カデ ミ ックな研 究 ま たは専 門教育 の カテ ゴ リー

の タイ プ と関連 す るもの もい くっか あ り、用 語の グルー プ はス キル指 向 とノ ンス キル のカ

テ ゴ リーに 区分 され た。 いろ いろな用語 グル ー プに名前 が 提案 ・選定 された後 、オ ン ライ
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listing
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Review
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group

names
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termsto
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termsto

newfile

1
,

ScopeNOte

Fle

TermGroup

File

NewTerm

File

4-TermStructuring

Run

DEBUG
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netes

Asslgn

term

IDNO

Setterm

strUCture

5-lndexPrintin9

Print

thesaurus

ThesaurusIndexes

(seeFigures3-6)

図3-1 NICSEM シソー ラス 開発処 理
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ングル ー プ ファイ ルが作成 され た。 この フ ァイル は各 々の グル ープ名 と関連 して いる オ リ

ジナル 用語 ファイ ル内の 用語No.が 含 まれて い る。

全 ての有 効 な用語 は150グ ル ー プに割 り当て られ たが、修 正後100グ ル ープ にな り、 オ リ

ジナル の16,000語 の内5,000語 のみ が残 され、11,000語 はフ ラグ処 理 が され たもの であ る。

さ らに、5,000語 の有効 な用語 は再検 討 が続 け られ、2,700の 利 用可能 な用語 が残 った。

(d)用 語 の構 造 ・イ ンデ ックスの プ リン ト

この2,700語 は再 調査 され、5桁 の文 字 数式 でIDNo.(identificationnumber)が 、 各

用 語 にオ ンライ ンで付与 され た。

デバ ッグ プ ログラム は容認 可能な用 語(UseFor:UF)間 の相 互 の関係 お よび、容 認

しな い用語(UseRefernce:UR)間 の相 互 関係 を検 証 す るため に用語 ファイル に対 して

実 行 され た。 その 結果、2060UFと560URの 用語 にな った。(表3-2)～(表3-5)に4種

類 の イ ンデ ック ス を示 した。

〈結論 〉 ・

NICSEMシ ソーラス の作 成 にお いて、 用語 の入力 、編集 、構成 処理 は、 ミニ コ ン ピ

ュ ータ を利 用 す る ことに よ り、非常 に品質 が高 め られ た。特 に、用語 が収 集 され、 この シ

ステ ムに すみ や か に入 力で きる点 に明確 に現 われ た。

表3-2

NICSEM

(」頂i列1索 弓D

Checkingaccounts

SavingsAccounts

Accreditation

AchievementTests

CareerAcquisition

Acting

ActionVerbs

ReflectiveOrActiveLestening

ActivePassiveVoice

EnrichmentActivities

LeisureActivities

PlaygroundActivities

RecreationalActivities

SelfActualization

VisualAcity

AdaptiveBehaviorScales

AdaptiveCommnicationDevices

AdaptiveEatingDevices

AdaptiveTravel

AddingMachineUse

Addition

Addition

AdditionFacts

AdditonRegrouping層

ColumnAddition
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表3-3

NICSEM

(アルファベット順索引)

表3-4

NICSEM

(分 類 索 引)

XN-03

HJ-0924

XR-03

XL-03

NJ-0303

FX-0609.03

YJ-0303

VF-02

ZZ-2365

HF-1512

FJ-24

BB-03

BB-06

BB-09

BB-0903

BB-0906

BB-12

BB-1203

BB-1206

BB-1209

LearnerCharacteristlcs

ExceptionalitiesandDisorders

ArithmeticDisorders

BehaviorDisorders

BirthProblems

PrematureBirth

CommunicationDisorders

Agnosia

Anomia

aphasia

BB-1209.03

BB-1209.06

BB-1212

BB-1215

BB-1218

BB-1218.03

BB-1221

BB-1224

BB-1227

BB-1230

BB-15

BB-18

BB-21

BB-2103

BB-2106

BB-2109

BB-2112

BB-21115

BB-24

Receptiveaphasia

ExpressiveAphasia

AuditoryProcessingDisorders

Dysphasia

Dysphasia

EzpressiveAphasia

ExpressiveDysphasia

LanguageDisorders

Memorydisorders

ReceptiveLanguagedisord

DeafBlingIndividual

DisadvantagedIndividuals

EmotionalDisturbances

Autism

Neurosts

Psychosis

Schizophernia

DeriousEmotionalDisturb

Giftedness
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表3-5NICSEM(分 類 索 引 チ ャ ー トフ ォ ー マ ッ ト)

ExceptionalitiesandDisorders.,ArithoeticDisorders

BehaviorDisorders

BirthProble凪s.・,,・,,,,,,

CommunicationDisorders.,

DeafBlindIndividuals

DisadvantagedIndividuals

EootionalDisturbances・,,,

,.BirthDefects

Pre田atureBirth

_Agnosia

dlonia

Aphasia・,,・,,,,,,,,,,,,,,,.,,,1,,,,・ReceptiveAphasia

ExpressiveAphasia

AuditoryProcessingDisorders

blsn。凪a

Dysphasia・,,,,,,,,,,,,,,,・,,.,,,,,,lExpressiveDysphasia

ExpressiveLanguageDisorders

MemoryDisorders

ReceptiveLanguageDisorders

,.Autis皿

Neurosis

Psychosis

Schizophrenia

SeriousEootionalDisturbances

Gjttedness

す なわ ち、編 集 ス タ ッフが オ ンライ ンに よ り用 語デ ー タに直 接 アク セ スで き るこ とにあ

り、 この コン ピュータ システ ムの ス ピー ドは編集 ス タ ッフの判 断 と処 理 の時間 を30%は

減 少 した と思わ れ る。

NICSEMの シソー ラス作成 の経 験 か らミニ コ ンピュ ータが 手作 業や また は大が か り

な バ ッチ処 理 システ ムは利 用で きな い シソー ラス構 築 に対 して、経 済 的 でかつ、反 復 でき

る処理 が得 られ る ことがわ か った。

(3)文 献3)ジ ェ ー ン ・ エ イ チ ソ ン(JeanAitchison):社 会 科 学 に お け る シ ソ ー ラ ス の 統 合;

Integrationofthesauriinthesocialscience,InternationalClassificationVo1 .

8No.2,pp.75-85(1981)
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'
本論文は、社会科学蹴 合 されたシソーラスの特性 とその編成 罐 議 しようというもの

で ある。 そ の試 み は、 書誌 学 に於 て全 分野 に渡 る普 遍的 な分類 が組織 されて いる様 に、 シ

ソーラス に於 ての作 成 である。 本来 シソー ラス はそれ ぞれ の専 門分野 で充実 させ る もので 、

統 合 され た シ ソーラ スがそ う した本 来 の シソー ラス に代替 す るもの では ないが・ デ ー タベ

ー ス検索 、 参照資 料 と して有 効 だ ろ うと して いる。

統 合 され た シソーラ スの特 質 と して次 の点 をあげ てい る。主題 範囲 は ここで は社 会 化学

に限定 して い る。 社会 科学 の中 には教 育 ・心 理 ・宗教 とい った専 門分 野が あ るが、社 会科

学 とい うある殺 グ ・一バル な範囲 ・して いる.・ つ の情報言 語 に対 し・ 関係 の あ る情 報

言語 が リンクされ て いるが、 そ の リンク され て い る言語 の レベ ル を広義'臓'関 連 語 と

いう様 に と り、 それ ぞれ 〈 ・〉 ・一の符号 を用 い て示 して いる・ 俵3-6)言 言吾その も のが

持 つ特 異性 にも注 目 し、 安易 に他 の言語 に置 き換 え た りせ ず・ その語 の使用 され る地 域 的

広が りも分類 システ ム と して取 り入れ よ う と して いる。

表3-6

Forignlanguageeuqivalent(s)

〔Definitionorscopenote〕

Non-preferredsynonymo【 ・quas1-synonym

Broaderterminthesamepartof'thedisplay

Narrowerterminthesamepartofthedisplay

Relatedterminthesamepartofthedisplay

Broaderterminanotherpartofthedisplay・Notation

Narrowerterm'inanotherpartofthedisplay.Notation

Relatedterminanotherpartofthedisplay・Notation

Examples:

UnemploymentTLE

〈Employment

>Cyclicalunemployment

>Frictionalunemployment

>Structuralunemployment

>Temporaryunemployment

>Youthunemployment

*<DeprivationQGP

*-DeflationTEJ.F

*-EconomicrecessionTDO

*-RedundancyTUF.XK

*-UnemployedPeopleQGX

*-UnemPloymentinsuranceQFG.G

TechnicalunemploymentTLE.PV

〔Unemploymentduetodisplacementofcertain

occupationsbytechnology〕

Technologicalunemployment

<Structuralunemployment

*-TechnologicalchangeUAH
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サ イズ は、15000～30000語 ぐ らい をみて いるが、 これ は特異 的情 報 言語 が加 え られ て い

くこ とに よ って 増加 して い く。 その特異性 を示 す もの と して分 類 毎の 表示 方法 や多種 言 語

に よって記録 す る ことを重視 してい る。

また、辞 書等 とい った一般 の参 照書 に よってのチ ェック も必 要 であ る と示唆 す る。

次 にデ ィス ク リプタバ ンク にっい ても、 ス コー プ ノー トや外 国語の 同義語情 報や 用語 の

相 互 関係 を付加 して い くもの と期 待 して いる。特 に見 出 し語 に つ いて、 その 見 出 しに付 随

す る情 報言 語 の見 出 し語 とのわ ずか な違 いも見分 け られ る よ うにす る必 要が あ る。

分類 は 勿論重 要 な役割 を負 って いる。そ の文書 の専門 分野 、全 景 が おお まか ではあ るが

示 されて い る。 本 論文 で はLC(ア メ リカ合 衆国議 会図 書館 分類)やUDC(国 際 十 進分

類 法)を も とにす るが、 他 の分類 法 ともあ わせ、改 善 して い く必 要性 も求め て いる。

そ れに は主題 の 分析 が必要 で もあ り、 また分類 的 に主 題 を ど う とらえ るか を示 さね ば な

らない。 その上 で 主眼 とな る用語 と情 報言語 の関係 をマ トリック ス的 に捉 えて示 す こ とは

理解 に役立 ち、 主 分類 が どれ にあた るか、機 械的 に解せ るこ とに なる。

そ こで マ トリッ クスで用語 を捉 え た場合 の統合 シソー ラス につ いて その処 理 の方法 を論

じて いる。 新用 語 の追加 か ら用語 の 削除 ・類 義語や 準類 義語 の付 加 ・分 類体系 の レベ ル を

変更 する 方法 ・体 系(分 野)の 追 加 ・関連 用語の追 加 ・合成 用語 の処 理 まで述 べて い る。

現在 は適 合性 を示す に はマ トリックス よ りも構成 要素 と して の情報 言 語の 持 つ関連 性 の

デ ータの 方が、 デ ィス ク リプタ内に於 て はよ り効果 的 であ ろ うが、次 第 にそ れ も克 服 され

て い くだ ろ う。

以上 の よ うに個 々の構 成要 素 を検討 した うえで、 シ ソーラ スの設 計 を行 う。分類 は主 に

ユ ネス コの シソ ーラ ス と同 じよ うに し、ROOTの スコ ー プノー トの部 分 は応 用 した。表

示 法 は コ ンピュ ー タ検索 が よ りしや す い様 に調整 が幾分 か必 要 で はあ るが、統 合 され た シ

ソーラス に最 も近 いBC2の もの を採 用 した。マ トリックスの紙 上 の表 示 も試 みた。(表3

-7)用 語 自体 の配 列 はアル ファベ ッ ト順 と した。機 械処 理 として最 も有 効 であ るため だ が、

分類 の包括 的概 観 を捉 え るに は難 しい。そ の他、前 出 した見出 しとな る用語 を基準 に して、

付随 す る言 語 が広 義が狭 義 かの別 も表 示 した。

また、統 合 シ ソ ーラス と して英 語以 外の言 語バ ー ジ ョンも創 られ る だ ろう。 基本 図面 は

英語版 にな るだ ろ うが、 フラ ンス語、 ドイ ツ語又 はその 他 の言 語 に改 造 す るこ とはで き る。

こ う して構成 され る シソー ラスはテ ス トと更新 を繰 り返 して よ り一 般 的な、 均整 の とれ
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表3

T

TK

TL

TLD.M

TLE

7

Bllss(002)Master(amended)

ECONOMICSAIDMANAGEMENT(Cont'd)

ECONOMICRESOURCES(Cont'd)

LASOURECONOMICS

Employment

(Cont'd)

TLE.NF

TLE.NH

TLE.QP

TLE.PR

TLE.PT

TLE.PV

TLE.QY

AddBTfromE

AddRTfromC

AddRTfromA

AddRTfromA,B,C

AddRTfromA,B,DandE

Delete.TreatatTUF.XK

Delete

Retainforfutureuse

MakeMTasA

AddRTfromE

AddRTfromA

ConsiderRTsfromB

andChere

RetalnIndentingalthough

notNTInA,BandC

AddRTfromA

AddnewtermfromA,DandE

Add

RTfromE

RTfromA

RT,fromD,E

UnemplOyment

+<DeprlvationOGP

+>RedundancyTUF.XK

+-DaflationTES.F

+-EconomicrecessionTDC

+-UnemploymentInSuranceDFG.G

+-UnomployedpeopleQGX

(Byfromofunemployment)

Redundancy

Reglonalunemployment

Frlctionalunemployment

RetainBG2scopenoteandprintoutIn

alphahetlealseetion

Temporaryunemployment

Cycllealunemployment

Seasonalunemployment

+-SeasonalemploymentTLE.SF

+-SeasonalworkersTLV.SU

Structuralunemployment

TechnicalunemPloyment

=Technologicalunemployment

+-TechnologicalchangeUAH

(Byagegroup)

Youthunemployment.

+-UnemployedyoungPeopleQGX.LR

+-YouthQLR

+-YouthemploypentTLE.RL

INTEGRATEDTHESAURUS-CLASSIFIEDDISPLAYANDMATRIX

MatrlxoflLsA-F一

A B C D E F

13.01.03、 SO6.0655 7335

`

Q55.40 HG 331.6

02.04.01 一 一 R71 LPM －

Socialproblems

一 一 一

Socialdisadvantage

一 一

一 一 1638 一 一

一

一

03.02.04 ,_ 一 一 一 一

02.03.02 326.0309 7336 一 一
368.44

Unemp.Ins.policy Unemp.InSUranCe

19.01.02 S92.0127 一 R84.15 HG6 －

Unemployed Unemployedperson Unemployed

一 一 一 一 HGCF <331.6.063

:

Unemploymenttypes

－

13.01.03

一

一

一

一

一

一

－

HGCP

一

一

13.01.03 一
6243

一
HGCU <331.6.063

Unemploymenttypes
一 一 一 _「 HFT 一

13.09.02 一 一 一 一 一

13.01.03 SO6.0656 6744 一 HGCS <331.6.063

Unemploymenttypes

13.01.03 SO6.0657 6949 一 → 〈331.6.063

Technological Strueturalunemployment Unemploymenttypes

Unemployment HGCS

12.06.00 一 一 `一 一 一

13.01.03
一 一 Q55.60.20 HI <331.6.063'

. Unemploymenttypes
一 一 一 一 HIB 一

14.02.02
一 一 一1 一 一

一 一
Q55.60 HH 一
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た もの にな り、 オ ン ライ ンシステム に反映 され て い くの であ る。

最 後 に問題 にな るの は管 理面 であ るが、本 論文 で はそ こ まで言 及 は して いな い。

この よ うに、統 合 され た シソーラ スは参照 の基準 と して情 報 をよ り正確 に という貴 重 な

役割 を有 す るだ ろ う。 既存 す る情報 言語 の質 的 向上 を うなが し、 よ り包括 的理 解 にっ なが

る もので あ る。

本論 文 で は最 後 に、 論述 の手腕 と情報 の蓄 積 と社 会科 学 の専 門知識 が も っと十分 であ れ

ば読者 が理 解 しや す か ったろ う としている。 社会科 学 の統合 され たシ ソーラ ス と して いる

が、例 と して用 いて いる様 であ り、 他 の分 野 に転 じて も通 じる もので あ る。マ トリックス

の 考 え方 が も う少 し具体 的 に示 され れ ば理 解 しや すか っ たか とも思 う。 また、 本文 に もあ

る ように実 際オ ンライ ン にのせ た後 の管理 にっ いて言及 は な く、 その 管理 や シ ソー ラス の

オ ンライ ン更新 の タイ ミング も検討 す る必 要 があ るだ ろ う。

(4)文 献4)山 階正樹,小 橋 史彦,萩 野輝 雄:IDIOM方 式 の辞 書構成 法,電 気通信 研究 所

研 究実 用 化報 告Vol.30No.11,pp.2767-2777(1981)

日本 語情 報処 理 システ ムに おける漢 字入 力 システ ムの1っ と して筆 者 達 はIDIOM方

式 を提 案 してい る。 その辞書 を分 類 したの が図1で ある。 その 中で重 要 な一般 語辞書 と固

有 名詞 に っ いて の論述 で ある。

まず、収 録語 彙 であ るが、 種 々の資料(1)か ら一般 文 に使 用 され る語 彙数 を約3万 語 と

推定 する。 一般 語 辞書 の基幹 に は32600語 の 「基本語 彙 」 を収 め た 「分 類語 彙表 」 をお き、

他資 料 を参 照 し、 収録語 数 は24436語 と した。 カバ ー率 は97～99%と みて いる。 固有名 詞

に っ いて は、 姓 名 と して姓10363語 、名9696語 を収録 。地名 と して都 道府 県市 町村 レベ ル

の3947語 、企 業 名 として株式市 場1部 、2部 上場 の企 業名1711語 を収 録 した。 これ らは使

用頻度 、 知名度 の高 い名 を選 んだ もので、 固有名 詞 は使 用 者 に よって多様 で あ るこ ともあ

り、高 いカバ ー率 は求 め て いな い。私 用辞 書 による充実 が実 際 に も有 効 であ る。

次 に 同音語解 析 の ため に収録 した単 語の属 性情報 が必 要 とな る。考 え られ る属性 情 報 と

して、 漢字 属性 情 報(IDIOM記 号)、 文法情報(品 詞、 活用型 、 活用行)、 関連 語情

報(慣 用 句、慣 用 表現)、 シソーラ ス情 報(意 味分 類記 号)、 使 用頻度 情報 が あるが 、 こ

れ らの うち、関 連 語情報 、 シ ソーラス情 報 は現状 では問題 が大 き く除外 し、IDIOM用

辞書 では、 か な見 出 し、 か な語 幹、 漢字表 記、IDIOM記 号 、文 法情 報、 使用頻 度 を用
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いて いる。 かな 見出 しは、複 合語 に っ いては容 量 の問題 か ら対 象外 と し、地 名 に っ いて も

行 政 区画名 を含 めな いこ とと した。 企業 名 は単語単 位 に分 割、 重複 を省 いた。 か な語幹 と

は 用言 な どで漢字 表記 を した場 合 の送 りが なに あた る部 分 で活 用 語尾 に な らな い部 分 の こ

とであ る。(例;「 美 しい」 の 「し」 、 「美 しさ」 の 「しさ」 な ど)

こ うした属性 情報 の持 つ効果 は、 同音語 を どれ だけ一意 に決 め られ るか、 同音 語 の数 を

どれ だけ減 少で き るかで明 らか にで き る。そ の ために、 同音語 分布 、優 先順 位 とカバ ー率

の関 係 を調 査 して いる。

同音語 分布 は縦軸 を累積 同音 語数 、 横軸 を同音 語構成 語数 を設 定 した図表 で示 した。

(図3-2-6)ま ず一般 語辞 書(図3-2)を み る と、 かな見 出 しだけ の場 合 に比 べ てID

IOM記 号 を併用 す る と最大 同 音語総 数 が約1/2に 減少 し、 同音 語総 数 も650/・の 割合 に

絞 られ る。 文法情 報 とか な語 幹 も併 用 して い くと、 同音 語 同定 効 果 は大幅 に 向上 す る.こ

れ ら情報 に よる処理 と して用言 にお いて は文法処 理、体 言 にお いて はIDIOM記 号 が よ

り有効 であ る とい う相補 性 を見 い出 して い る。 よって姓名 、地名 、企 業 名 とい った固有名

詞 にっ いて、か な見 出 し とIDIOM記 号 との併 用 はか な りの効果 を出 して い る。 優 先

順位 とカバ ー率 をそれ ぞ れ横 軸 、縦 軸 に とって 同 じよ うに 図表 化 して み る と、 や は り同 じ

様 にか な見 出 しとrDIOM記 号、 さ らに頻 度情 報 を加 え る と、 よ り少 い語 彙(上 位 の優

先 語彙)で90%以 上 の カバ ーが可 能 であ

る とみ られ る。(図3-7～9)

最後 に フ ァイ ル構成 に っ いて 論述 す

る。 ファイル構 成 にあ たって はそ の検

索 方法 と考慮 す る必 要 があ る。 フ ァイ

ル検索 に は種 々の 方法 があ るが、 そ の

比較 をしたのが右 の表3-8で あ る。

文書 処理 端末 にお いて通常 辞書 ファ イ

ル の記憶 媒体 と して用 い られ る フ レキ

シ ブルデ ィス ク装 置 では記憶 容 量が 小

さい。ア クセ スが遅 い とい う制 約 か ら、

イ ンデ ックス、 シーケ ン シャル検索 法

表3-8検 索法 の比較

検 索 法

アクセス

回 数

索引表

の容量

記憶

密度

シーケンシャル検 索 法 大 無 高度

2分 割 検 索 法 中 中 高

ハ ッ シ ュ 検 索 法 小 小 高

直 接 検 索 法 小 無 中

ラディックス・ト仁 検 索 法 小 大 高

インデックス ・シーケンシャル

検 索 法 小 小 高
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を とる ことに し、 ファイル を構成 した。 デー タの収録 形 式 と しては固定長 と可変長 があ り、

一 長一短 で あ る。

そ こで更 新 が頻 繁 に行 われ るで あろ うソース ファイ ル には 固定 長 、実 装す る場 合 に は0.

42MBま で容量 を圧 縮 で き る可 変長 を とるこ とに した。

今後 の課題 と しては、 追加 ・修正 な どの更 新 が容易 に行 える辞書 フ ァイル維 持管 理法 の

検 討 を挙 げ てい る。

(5)文 献5)菅 宮和 夫:JICST科 学技 術用語 シソー ラス ー 今後の 問題,情 報 管理vol.

23No.11pp.1011-1016(1981)

(a)オ ンライ ン時代 にお ける利用 のパ ター ン

オ ンラ イ ン情 報 検索 の利 用パ ター ンは、 エ ン ドユー ザ ーが1っ の端末 か ら多種多 様 なデ

ー タベー ス を利 用 で きる と ともに、 エン ドユ ーザ ーは、 デ ー ターベー スに熟 知 した ドキ ュ

メ ンテ ー シ ョン部 門の人 か ら情報検 索 に不慣 れ な一般 の人 々に広 が って い くと思 われ る。

(b)今 後 の用語 コ ン トロール

田 コ ン トロール 方式 か フ リーターム方式 か

① 統 制言 語 方式

長所;検 索 効率 が高 い(特 に再 現率 が高 い)。

;検 索 方式 の作業 が簡単(但 し、 シソー ラス を よく知 って いるこ とが必要)。

欠点;科 学技 術 の進歩 に伴 い シ ソー ラスの メ ンテ とバ ック ファイルの更新 が必 要 と

な る。

;会 話 モー ドのオ ンライ ン検索 に対 して効 率 的 でな い。

;デ ィ スク リプタへ の変 換が必要 であ り、 高度 な専 門分 野への知 識が必 要 とさ

れ る。

② フ リー タ ーム方 式

長所;索 引作業 が容 易。

;特 定 的な 主題 で も検 索 が可能。

欠点;同 義語 と想 定 され る フ リータ ームを すべ てORで 結 ぶな ど検索 式 の作 成 が 困

難 。従 って検索 効率(特 に再現 率)は 、 あ ま り期 待 できな い。
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図 ブラ ックボ ックス方式

入 り口(索 引づ け)ど 出 口(検 索)は 、 自然語 に近 いキ ー ワー ドで操作 し、電算 機 シ

ステ ムでそ れ らのキ ー ワー ドの コ ン トロール を行 うシステ ムで あ る。

図3-10

(ai,bj,ck…)

ブラ ックボ ック ス

(用語 コ ン トロール)

(ai+bj+ck…)(dl+cm+…)(…)…

用 語 管 理 テ ー ブ ル

A(a、,a,,… …

B(b、,b2痴 －bj…

C(c、,c2,… …ck…

C、 …階層 構造 を持 つ概念番 号

(デ ィス ク リプタ)

一一:i:)㌘

この手 法 は、 思考 実 験の レベル であ って この システ ム を開発 す るには、言 語処 理技 に

関 する高度 な開発 と ともに、 自然 語の網 羅 的収 集及 び そ の個 々に対応 す るデ ィス ク リプ

タ との関係 づ けな ど膨 大な作 業 量が発 生 する と思 われ る。

團 多言 語 シ ソーラ ス

今後 のオ ン ライ ン検 索 は、 任意 のデ ー タベー スに対 して どんな言語 で もア クセ スで き

る ことが望 ま しい。

多言 語 シソー ラス の開発 に は、多 国間 の相互 協 力が不 可 欠で あ り多 くの 問題点 もあ り、

第 一ステ ップ と して 日英2言 語 の シ ソーラ スの開 発 が 目標 とな る。 当面 は、JICST

シソーラ スの 用語 を英訳 して 電算機 の用語 管理 テ ー ブル に入 れ活 用す る方法 を とる。
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この場 合 の具体 的な利 用方法 は、入 力の段 階で は 日本 語デ ィス ク リプタ→ 英語 デ ィスク

リプタの一 方 通行 的 自動変換 に とどめ、蓄 積の段 階 で は、英 語 の用語 につ いては、 ア ッ

プホ ステ イ ン グ機能 は ロック して しまう。 その ため制 約 はあ るが、(上 位 語 に よる包括

的 な検 索 がで き ない)英 語 に よる検 索が で きる ように な り、 その メ リッ トは大 き い。

(c)当 面 の課題

国 華 デ ィス ク リプタの採用

シソー ラス の デ ィス ク リプ タの みで は、 科学技 術 の進歩 に対 応 した用 語 に追 いつ かず、

いわ ゆ る準 デ ィスク リプタの採用 が必要 となった。

図 準 デ ィス ク リプタの整理 と活用

準デ ィス ク リプタ は、1文 献 に1～2個 を付 与 する と年間40～80万 個 にな り、 こ

れ らのデ ィス ク リプタ をどの ように整理活 用 す るかの方 策が必 要 とな って い る。

① 類漬 したデ ータ を50音 順 、頻度 順、後 方一 致順 な どで 出力 しシソー ラス メンテ ナ ン

ス に活 用 す る。

② 上記 リス トをオ ンライ ンユ ーザ ーに提供 し、 オ ンラ イ ン検索 の補 助 ツ ール と し て活

用 する。

固 シソー ラス お よびバ ック ファイルの 更新

科 学技 術 の発 展 は、 日常的 に新技術 の用語 を次 ぎ次 ぎ と発生 させ、 一方 の シソー ラス は、

あ る一 定 の時 期 に くぎ りをつ けて 用語 を整 理 し体系 づ け るとい う作 成方 法 をとる。 この

ため のギ ャ ッ プは、少 しで も縮め る努力 が必要 で ある。

シ ソーラ スの 更新 に 関連 して次に 問題 とな るの は、新 旧の シソ ーラス 間の バ ック フ ァイ

ル の更新 であ る。新 旧 ファイル を対 象 に検 索 する とき に シソー ラスの使 い分 けを しな い

で 検索 で きる 方法 を検 討す る必要 があ る。

(6)文 献6)鳥 海 剛:JICST科 学 技 術 シ ソ ー ラ ス ー タ ー ム チ ャ ー ト 構 成 ・機 能 ・メ ン

テ ナ ン ス,情 報 管 理vo1.25No.9,pp.755-766(1982)

(a)タ ー ム チ ャ ー ト と は

シ ソ ー ラ ス の 申 で 各 ペ ー ジ に 分 散 し て い る 互 い に 関 係 の 深 い 用 語 を 一 箇 所 に ま と め 用 語
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間の 関係 を示 したもの をター ムチ ャ ー トとい う。
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図3-11SPINESシ ソ ー ラ ス タ ー ム チ ャ ー ト

(b)タ ームチ ャ ー トの構成

〈デ ィス ク リプタ と非 デ ィス ク リプ タ〉

タームチ ャー トはデ ィス ク リプ タのみ で構 成 し、非デ ィスク リプタは・ タームチ ャ ー ト

の あ とに主 題 カテ ゴ リー別 に表示 と した。

<主 題 カテ ゴ リ>

JICSTシ ソー ラス は、 シ ソーラ ス本 体 と主題 カテ ゴ リ別 索 引 よ り成 る。

ター ムチ ャー トは、 カテ ゴ リ単 位 で作 成 され た。

208カ テ ゴリの うち意 味の な い2カ テ ゴ リを除外 した。
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化学装置
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〕

↓
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・時期割れ
腐食抑制剤 防食材料

耐性IAO8

)

回
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耐食性
耐油性
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図蓼劃

∈
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幽蝿
図3-12JICSTシ ソ ー ラ ス タ ー ム チ ャ ー ト
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(c)用 語の配置 と諸関係の表示方法

関係の深い用語の配置、階層関係にある用語の表示方法、孤立語の表示方法に具体的な

工夫 を実施 した。

(d)ヒ ス ト リ ー

シソー ラスの改 訂 に際 しては、 如何 な る改訂 が な され た か(ヒ ス トリー)が 改訂後 の シ

ソーラス に示 され るのが望 ま しい。新 デ ィ ス ク リプタ、削 除 したデ ィス ク リプ タ、 降 格 し

たデ ィスク リプタの表示 が必要 とな った。

図3-13

○汚水

○●家庭汚水

鉱業廃水

◎選鉱廃水

○ パ ル プ 廃 液

● 黒 液 ぐ一一

● 白 水 ぐ一一

↓

↓

↓

改訂で加えた新語

改訂で削除した用語

改訂前後で同一の階層関係

改訂前のみの階層関係

改訂後のみの階層関係

アルカリ廃水

酸性廃水

遍

ビル ジ

▲ ビル ジ キール

汚 水、 家庭 汚水、 浸 出液 、 パル プ廃 液 の4語 が追加 され、 脱 離液 、放 射性 廃 液

の2語 が削除 され た。 ビル ジは、 船体 構造 を表 す 用語 か ら、含 油廃 水 を表 す 用語

に概念 が変更 された。 従 って ビル ジ キール との関 係 とは、改訂 前 の 関係 のみ であ

る。 この ように、改訂 の 内容 をタ ー ムチ ャー トに表示 す ると、概 念体 系(用 語 系)

の相違 が一 目瞭然 とな る。
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(7)文 献7)斎 藤 和 男 他:JICST科 学 技術 用語 シソ ーラス1987年 版 の作 成,情 報管 理

vo1.29No.11,pp.952-964(1987)

(a)JOIS検 索 者

JOISを 検 索 す る人の調 査 では、 イ)JOIS担 当者、 ロ)調 査担 当者、 ハ)研 究者 ・

技 術者 、 二)そ の他 に層 別 する と、JOIS担 当者以 外 の利 用者 は、65%に ものぼ り、

デ ータ ーベ ース利 用 の キーポ イ ン トは、誰で も使 える よ り使 い易 いシ ソーラス が必要 と考

え られ る。

(b)シ ソーラ スの活 用

統 制語 と非統 制語 の いずれ を利用 す るかにつ いての調 査 では、 イ)主 に シ ソー ラス を使

う、 ロ)主 に フ リータ ーム を使 う、 ハ)両 方 を併 用す るの層別 の 中でイ)が45%、 ロ)は8

%、 ハ)が47%と な り、 ロ)は 非常 に少 い結果 にな った。 その理 由と して、 「検索 が 確実

で な い」 こ とが読 み とれ る。 又、 フ リータ ーム を使 う理 由 と して は、 シソー ラスのみ で は

新 語専 門語 が不 十分で 不足 して いる こ とが上 げ られ て いる。

(c)シ ソー ラ スに対 す るニ ーズ

JOISシ ソー ラス に対 す る要望の 主な もの と して は、 イ)デ ィス ク リプタの充実(53

%)、 ロ)非 デ ィス ク リプタの充 実(27%)、 ハ)新 旧 シ ソーラスの 関連 づ け(27%)、 二)

関連 語 の充実(25%)が 上 げ られ て いる。

(d)非 デ ィス ク リプタへの ニー ズ

非 デ ィス ク リプ タの 充実の必 要性 が高 い と考 え られ るが、理 由 と しては、 オ ンライ ン検

索 の普及 と とも に、情報 検索 の専 門家で な い人 た ちの利 用 が急増 し、 シ ソーラ スに収録 さ

れ て いな い キー ワ ー ドへ もそれ に伴 い増 え たこ とが あげ られる。

又、 デ ィス ク リプタへ の適 応作業 の省 力化 の点か らも、 非デ ィス ク リプタの充実 が 必要

とな って き た。

(e)シ ソー ラ ス改訂

シ ソーラ スの 改訂 に伴 い、新 旧の シ ソーラスの連 動 によ る一元 的な検 索 を可能 に す るた

め 自動再 索 引(バ ック フ ァイル メ ンテ ナ ンス)を 実 施す る ことにな った。

(f)新 語候補 語 の 収集

新 語 の収 集 は、JICSTデ ータベ ースに蓄積 され てい る 自然 語 キ ー ワー ドと して、準

デ ィスク リプタ と タイ トル語 を利用、 出現頻 度 を用 いる と ともに、 同一記 事 に索 引 され た
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分類 コー ド、デ ィスク リプタ を参 考 デ ー タと して活用 する ために分類 コ ー ドとデ ィス ク リ

プ タを共 出現頻度 順 に 出力 した。(図3-14)

010183卜 回

口BOOく んtt

ロB10・ ・ゆ

口COO

口clo

[]DOO

口KO1

口KO2

fiKO3

娯

家具

防火加工

目

図3-14新 語候 補語入 力原票

(g)改 訂作 業

デ ィス ク リプタの見直 しを行 った。 シソー ラスでのデ ィスク リプタの数 を適 切な 規模 に

保 っ ために索 引使用頻 度 の少 くなっ たデ ィス ク リプタを非デ ィス ク リプタ とするか 、削 除

を行 った。 又、 同 一対訳語 の 見直 し 一 ①外 来語 の音訳 と意訳 の 違 い、分 野 に よる 日本語

訳 の違 いな どで 同義 語 と して扱 った方 が、 良 い場合 は一方 を非 デ ィス ク リプタ と した。②

同一英語 に対 し、 日本語 デ ィス ク リプ タが違 った意 味で用 い られ て い る場 合 はRT関 係 と

した。③ 日本 語の デ ィス ク リプ タに対 し音 訳 され た他 方 が特 定 の概念 に含 まれ る場 合 は上

位 一下位 関係 と した。

(例1)pressurization

*与 圧USE加 圧
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hierarcy

*ハ イ ア ラ ー キUSE階 層 構 造

transportatiOn

*運 輸USE輸 送

(例2)stripper

*剥 皮 機BTス ト リ ッ パ

sealing

*封 か んBT密 閉

lining

*覆 工BTラ イ ニ ン グ

(例3)acceptance

*ア ク セ プ タ ン スRT受 容

thermogrsapy

*サ ー モ グ ラ フ ィ ーRT感 熱 複 写

surfacestructure

*表 面 構 造RT表 層 構 造

(h)用 語 管理 システ ムに よるチ ェ ック

磁気 テ ー プに入 力 され た改 訂デ ータ は用 語管理 システ ムに よ り次の チ ェ ックが行 わ れた 。

① フ ォ ーマ ッ ト ・チ ェック

②使 用 文字 種チ ェック

③ 見 出 し語 の漢字 一カナ変換 に よる フ リガナ ・チ ェ ック

④ 用 途 区分 と関係子 の矛 盾チ ェ ック

⑤ 見 出 し語 同形チ ェ ック

⑥ フ リガナ 同音 チ ェ ック

⑦関 係 語文字 列 チ ェ ック

⑧ 関 係矛盾 チ ェ ック

(i)シ ソ ーラ ス原 案 の点検 と修正

用語 管理 システ ムで は、機 械的 なチ ェ ックであ り完全 では な いの で、各種 リス トを出力

し、 確認 作 業 を行 った。 特 に新 語追加 は各 カテ ゴ リ単位 に用語 関係 付 を行 っ たため、 見出

し語 の語 尾 文字 列 か らの 漢字 コー ド順 に ソー トした リス ト(図3-15)を 用 いて、 カテ ゴ リ

ー間 の用 語 関係 付 けの漏 れ を調査 した
。

(j)バ ック フ ァイル ・メ ンテナ ンス

旧索 引デ ータ コ ンピュ ータに よ りを 自動 的 に新 シ ソー ラスへ再 作成 す るこ と に した。 再
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拡 張 用 語 統 計 シス テ ム

見 出 し語 りス ト(後 方 ソ ー ト順)

入射

プラズマ入 射

ビーム入射

中性粒子入射

電磁 波入射

日射

直達 入射

PA12

BT照 射

PA12

BT照 射

LS71

BT食 品 加 工

PA12

BT照 射

PA12

BT照 射

PA12

BT照 射

PA12

BT照 射

IAO7

PAO6

PA12

BTビ ー ム 技 術

PAO5

BT電 磁 波 入 射

PAO6,PA12

BTビ ー ム 入 射

BTプ ラ ズ マ 入 射

PA12

GC19

GC19

BT日 射

図3-15見 出 し語 後 方 ソー ト順 リス ト

索 引の方法 は① 見 出 し語 ・フ リガナ の変 更、 ②階層 関係の変 更 、③ 旧 シ ソーラ スで の削除

語 の処理 、④非 デ ィス ク リプタへ変 更 した語 の処 理 ・⑤準 デ ィス ク リプ タで索 引 され てい
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た新 語 の処理 の順 に行 い、 旧 シ ソー ラスで索 引され たフ ァイル も新 シ ソーラス を用 いて検

索 す るこ とがで き るこ とにな った。

(8)文 献8)H.ミ リ(HafdhMili),ロ イ.ラ ーダ(RoyRada):マ ー ジング シ ソー ラス 原 理 と

評価:Mergingthesauri:PrinciplesandEvaluation,1.E.E.E.transactiononattern

AnalysisandMachineInteligencevol.10No.2,pp.204-220(1988)

階層構 造 を持 った シソーラ スは分類 用語 とは上位 概念 用語、 下位 概 念語 あ るいは 同義語

の様 な その他 の 関連語 か らな って いる。ほ とん どの情報 検索 シ ステム は ドキ ュメ ン トに対

し索 引用 語集 と して シソーラ ス を使 用す る。

情 報検 索 シス テム に含 まれ る知 識 は おび た だ しく多 い。 それ は シソー ラス にある何 万 も

の 用語や デ ータ ベ ース にある何 百万件 もの ドキュメ ン トに よ り反 映 され る。 また、情 報検

索 システ ム を維 持 す る ことは通常 は労 働集約 的な仕 事 であ り、 常 に新 しい ドキュメ ン トが

索 引づ け され 、デ ータベ ース に蓄積 され る。 それ ゆえ に、情報 検索 の研 究者 は シ ソーラ ス

の構 築 とメ ンテ ナ ンスの プ ロセス を、 また、 ドキュ メン トの索 引付 け を 自動 化 する方 法 を

開発 しよ う と努 力 しっづ けて来 た。

近 年の 関心事 は ドキュ メン トの分 類 と検索 を改善 す るため にAI技 術 を使 用 する方 向 に

向 か って い る。 それ は、マ ン ・マ シンイ ンター フェ ース、 知識 の表現 ・処理 、 およ び知識

の獲得 に関す る もの であ る。

情報 検索 システ ム に含 まれ る知識 をいか に表現 し、 また推定 す るか と いう問題 は 困難 で

あ り、 自然 言語 処 理技術 が研 究 され てきて いる。

(a)我 々のア プ ローチ

我 々は理 論 に基 づ く語 義 ネ ッ トを使 いなが ら索 引づ け と検 索 の方策 を研究 して来 た。 我

々が使 った語義 ネ ッ トは ノー ドが分 類語 がセ ッ トで 非常 に良 く記 述 され て いて、 リンクは

"上 位概 念 語"の 関係 であ る
。

この論 文 で使 用 した 『DISTANCE』 アル ゴ リズム は理論 をコ ン ピュ ー タ実行 した

もの であ り、我 々は二 つのセ ッ トの 用語間 の位相数 学的距離 と概 念的 距離 が一 致す る と仮

定 す る。

以 前 の 実 験(1986,MachineLearning:ExpertSystemsandInformationRetrie-va1)で は 二

つ の 距 離 が 近 い 相 関 関 係 を 示 し て い る 。
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我 々のイ ンデ キ シン ・アル ゴ リズ ムrlNDEXER』 は ドキ ュメ ン トを索 引づ けす る

ため の シン プル な方策 を使 って いる。 基本 的 な方 策 は、 ドキュ メン トの タイ トル を構 成 し

て いる言葉 をシ ソーラス か ら選 び分 類語 を 当ては める こ とか ら成 って いる。

この基本 方策 は増加 の結 果 と して新語 が シ ソーラス に追加 され る時 にわず か に修 正 され

る。 この論 文で は同一 の分 野 の知識 を持 った他の シソー ラス をマ ージ ングす るこ とに よっ

て、 シソーラス(語 義 ネ ッ トをモデ ル と した)を 増大 させ るこ とに焦 点 をあ てて いる。

この論文 で提案 したアル ゴ リズ ムはDISTANCEに 影響 を与え る方法 でマ ー ジされ

たシ ソーラ ス間で の構 造上 の違 い を利 用 した。

我 々の仮説 はマ ー ジされ た シ ソーラス はオ リジナル の シ ソーラ スよ り良い構造 を持 つ だ

ろ う という ことであ っ た。

(b)矛 盾解決 を したマ ージ ング

MeSH(MedicalSubjectsHeadings),SNOMED(theSystematizedNomenclature

ofMedicine),CRCS(theComputingReviewsClasificationScheme)の マ ー ジ ングの

実験 を行 っ た結果 、我 々は我 々の ア プローチ に矛盾 解決 の必要 性 があ る ことがわか った。

2っ の シソー ラス をマ ー ジン グす るキー ステ ッ プは、2つ の シ ソーラ スの間 で類 似 の用

語 を見つけ るこ とか ら成 って い る。

前 の実験 での アル ゴ リズム にお いて は、2っ の用語 は同 じ言 葉 の語幹 を持 って いれ ば、

類似 と して いる。 この こ とは限 定 され ない ばか りか、類 義語 と同音 異義 語の 区別 がで き な

い。 それ故 、我 々はそれ らの類 似性 を確 め る ため に用語 にっ いての よ り一層 の知識 の 活用

を必要 とす る。 我 々は関係語 をBT's(上 位 概念 語)、NT's(下 位概 念語)、RT's(関 連

語)、ST's(類 似語)の4っ に限定 す る.

我 々の ア プローチ の 目的の ため にイ ンプ ッ トされ た2っ の シソー ラス はツ リー と して扱

い、 ターゲ ッ トと しての サ ブツ リーStargetと リファ レンス と して のサ ブツ リーSre-feran

ceと に区別 されて いる。 マ ー ジ ングは類義語 ル ー トの ノー ドを持 ちな が らサ ブツ リー上 で

行 わ れる。 マ ー ジングは3つ の ステ ップ(図3-16)で 行 われ る。 即 ちStep1(イ ン プッ ト),

Step2(シ ソーラ ス間の類 似性 の 同定)、Step3(Step2に よ り発生 す る矛 盾 の解 決)で

あ る。

設 定 さ れ て い る 一 方 、 別 の シ ソ ー ラ ス で は"パ タ ー ン 認 識"が"AI"のNTと 設 定 さ れ て い る

よ う に 、"AI"が"パ タ ー ン 認 識"をBTとNTの 両 方 の 関 係 を 持 つ こ と に な る.
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図3-16flowchartformergingconflictresolution

これの解 決の ル ール は①RT-BTの 矛盾:RTとBTの 両 方の 関係 に ある時 は、BTの リンク を

削除 する。(図3-17(a)),②RT-NTの 矛盾:NTの リン ク を削 除 する。(図3-17(b))③BT-NT

の矛盾:BT,NTの 両 方 の リンクを削 除 し、相手 の別 の親 とBTリ ンク を結 ぶ。(図3-17(c))

第 二 の タイ プの矛盾 は、例 え ば用語taが2っ のBT's(親)を 持 って いると い う矛 盾 で あ

る。 そ の解 決策 は、 階層 上 よ り高 いBTの レベル もの の関係 を削除 す るこ とで あ る。

(c)結 論

知識 ベ ースが イ ンテ リジェン トシステ ムの キー コ ンポー ネ ン トで あ り、 これ らの知 識 ベ

ース の構 築 やメ ンテナ ンスの難 しさは
、情報 化時代発 展 を妨 げ る主要 因 とな ってい る。

我 々の研究 グル ー プは ドキ ュメ ン トのため のイ ンデ キ シ ング(INDXER)と 検索(DISTANCE)

これ らの矛盾 は2つ の異 った 方法 によ り解決 する。

第 一の タイ プの矛盾 は、例 え ば1つ の シソーラスで"パ タ ーン認識"が"AI"のBTと

の知 識ベ ース と して シ ソー ラス を使 い2つ の コンピ ュー タアル ゴ リズム を考案 した。

この コン ピュー タア ル ゴ リズム(INDEXER,DISTANCE)に よ り類 似の課 題 で、人手 に よる
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図3-17-一

(a)

(b)

(c)

Conflictresolutionbetweenslots.ThearrowsrepresentNTlinks.Theleft

-handandright-handsidesare,respectively,beforeandafterconflict

resolution.Thedashedlinesaretheremovedlinks.(a)Conflictresolution

inthecaseofanRT-BTconflict.FhasTasparentandsibling.RESOLVE

_CONFLICTSdeletestheparentlink.(b)Conflictresolutioninthecaseof

anRT-NTconflit.FhasTaschildandsibling.RESOLVE-CONFLICTSdeletes

thechildlink.(c)ConflictresolutioninthecaseofBT-NTconflict.Fhas

Tasparentandchild.RESOLVE-CONFLICTSdeletesbothlinksandmakesTa

r・hi}dofF'sotherparents,i.e.,makesTasiblingofF.

もの と比較 した。 また、 増加 しな い シソーラ ス を越 えて、 意義 あ る改善 効果 を もた ら した。

これ は、我 々の新 しいマ ー ジ ングア ル ゴ リズ ムに よる もの であ る。

よ り役 に立 つに は階層 構造 を持 っ た シソーラスの 矛盾 を知 的 に解 決 す るには、概 念 と関

係 に ついて の人 間 の知識 を利 用 する必要 があ る。

一 つの用語 が 同 じ親 と子 を持 って いるため に兄弟 関係 が創 られ る時 、 それぞ れの シ ソー

ラスでのごの兄弟 と関係 する他の用語に何が起こるだろ うか?こ の種の仕事 は知識ベース

をマ ー ジン グす る理論 を与え るべ きであ る。

(9)文 献9)岸 田和 明 他:シ ソーラ スの比較評 価 一 「概 念体 系 の提示 」の性 能 を中心 に,情

報 の 科 学 と 技 術vo1.38No.10,pp.565-572(1988)
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シ ソーラ ス は情 報検 索 のツール の1っ であ るが、 これ まで評価 事例 は あま りな い。 ここ

で は検 索 システ ム か ら切 り離 した形 で複数 の シ ソーラス の比較評 価 を試み て い る。

評価 す る前 に、 その基 準 として シ ソー ラスの役 割 につ いて検討 し、 大 きな役割 と して次

の2点 を掲 げ る。

① 統制 語彙 へ の翻訳 ツ ール と しての役 割 一 これ は 「シソーラス 」 とい う語 が情 報 システ

ム に登 場 した頃 か ら唱 え られ て いた。 文献 中の概 念 を統制語 彙 に いかに正 確 に ・容 易 に

変 換 する かが 重要 とな る。

② 概念 の捉 え 方 を提 示 する役割 一 シソー ラスが特 定の情 報 システ ムの 中で、 重要 概 念の

抽 出 に一 つの視 点 を与 える ような概 念体 系、 或 いは知識 体系 を提示 す る もの と考 える。

こ う した役 割 は、検 索者 が主題 とす る分 野 にあ ま り精通 しいて ない場合 、検 索対 象 とす

る事 項、 物 に対 して明 確な イメ ージを捉え て いな い場 合、 又は検 索者 と索 引語作 成(決 定)

者 との 同概念 に対 す る捉 え方 にずれが あ る場 合 に有効 であ る。

以 上2点 の う ち、 後者 であ る 「概 念 の捉え 方 を提 示 す る役割 」 を重 視 す る と、 シ ソーラ

スが 提示 す る概 念体系 が検索 者 に とって理 解 しや す いもの である か どうか、 そ の提示 の性

能 が 重要 に な って くる。 ここで はその点 に注 目し、 評価 の視点 とする。

又、 評価 の 立場 は検 索者側 に立 って行 う。

対象 とな る シ ソーラス は現 在索 引作 業 に使 用 され、 維持 管理 の実績 が ある もの と して、

ERIC,INIS,INSPEC,JICST,MeSH,日 経,ROOTを 選 ん だ。

評 価 ポイ ン トは(表3-9)の 項 目にあるが、 特 にス コ ープ ノー ト,階 層 構造 、 シ ソー ラ

ス の作成 方針 な どの解 説 が重 要 であ る と考え る。 ス コー プ ノー トは概 念 は文 章 で表現 され

る こ とか ら、 階層 構造 は語彙 の上位 ・下位 関係 で その システム の概念 の 捉え 方 を知 り得 る

こ とか らその重 要 性 が生 じる。評価 結果 は前 出の表3-9に まとめて いる。

シソー ラス構 成 要素 に っいては、ROOTに ファセ ッ ト ・イ ンデ ィケ ータの 表示 機能 が

あ り、他 よ り優 れ て いる こと をあ げ、ERICに 語順 リス ト ・階層 リス ト間の 参照 が でき

な いこ と、INISで は階層 リス トがな いため に構成 の一 覧が できな い こ との 問題 が ある。

階層構 造 と して は唯一－MeSHに フ ローテ ィグ ・ターム がな い点 と、 対象 と した シソー

ラ スがす べ て ラテ ィス構造 であ る点 を評価 す る。

エ ン トリーの構 造 を見 る というこ とは、 語順 リス トの各 語彙 の表示 を見る こ とで、 ス コ

ー プ ノー トが重 要 とな る点 であ る。ERIC以 外 はス コー プノー トが 設定 され て は いて も
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そ の機能 は、概念 体系 の提示 とい う点 で不 十分 で ある.語 間関係 の表 示 はBT,NT全 段階表

示 が望 ま しい。語 の更新 情報 は、 概 念体系 の 時間 的推移 に重要 な位置 を 占め る。 限定 句は、

同形異義 語 の処 理以外 に語 を促 え る一 つの視 点 を示す と考え れ ば重 要 で ある.し か し、実

際 に検 索 す るには煩わ しく、利 用 しやす さ を重視 するな らばな い方 が よい。

.維 持 ・管理 にっ いては筆者 らがか な り主観 的 に断定 した もの で ある が、各項 目とも利 用

者 に とって重 要な情報 源 であ る。MeSHは 用語 の収集 方針 の説 明、JICSTは 使 用法

の解説 の点 で特 に優 れて いた。

全 体 を通 してみ ると、ERICとMeSHが ほ ぼ全般 で高 い評 価 を得 て お り、概 念体系

の表 示 とい う範 囲で は優れ た シ ソー ラス といえ る。ERICは 語順 リス,トと階層 リス トの

間 に参 照機能 が ない とい う欠点 はあ るが、 ス コー プ ノー トは他 に比べ て特 に充実 して いる。

MeSHは ス コー プノー トが 数少 いが、語 の意 味 を規 定 する他 の工 夫 が様 々に なされ てい

る。JICST、 日経 シソー ラ スも、 ス コー プ ノー トの 不満足 とい う点 を除 けば 「提 示」

機 能 がか な りあ る とい って よい。 注 目すべ き点 と して、ROOTは 階層 リス トにファセ ッ

ト ・イ ンデ ィケ ー タを持 つ とい う長所 が あ る.

今 後 の情報 システ ムに おいて 、現 在研 究 中の 自然言語処 理 な どの 「知識表 現 」の問 題 と

も絡 み、 シ ソー ラスの提示機 能 は よ り重要}こなる と予想 される・ 探究 す べき 問題へ の手 カミ

か か りと して、具 体的 には、 どの よ うな実 体 のな い概念 を表 現 す るか、 どの よ うに統制語

彙 を規定 すべ きか、 ある いは上 位 ・下位 関係 以外 の統制語 間 の関係 をRTと して ひ とま とめ

に してお くだけで よいか、 な どが あ る。

〈問題点〉

本論 中に 「今後 の課題 」 の 中で掲 げて いる とお り、本論 は現 状把 握 と比較 調査 を行 な っ

て いるので あ って、 「提示 」 の望 ま しい方法 や その性能 を向上 させ る改善 に っ いて具 体 的

言 及 はな い。 また、 「概念 体 系 」 と しての シソ ーラスの捉 え方 が、 充分 で あるか どうか、

評 価 ポイ ン ト(表3-9の 項 目)を 細 分す る こ とはできな か ったか も気 にな る点で あ る。

特 に表 で 全体 の結果 を示 して いる が、`○'`×'で そ の機 能 の有 無 を表 して いる場合 、

そ の程度 が問題 とな る。 例え ばス コー プ ノー トの評価 に っいて 「ほ とん どな い」 「不十分

であ る」 と どち らであ っても表 の上 で は`△'で あ る。 そ う した点 を明示 で きれば一 覧 し

て ど うい う使 い方 には どの シ ソー ラスが適 当か というこ とまで含 めて評価 で き たの で はな

いか と思 われ る。
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表3-9シ ソーラス評価 ポ イ ン トと評価結 果

○ … 有 × … 無

lERICIINISIINSPECμICSTIM・SHl日 経IROOT

a.シ ソーラ ス構成要 素

階層 リス ト ○ × ○ ○ ○ ○ ○

語順 リス ト ○ ○ ○ ○ 02種 類 ○ ○

両 リス ト間の参照 ×
一 OTT参 照 △ ○ ○ ○

その他 デ ィスク

リプタの

KWIC

索 引あ り

図式表 示

(タ ーム

チ ャー ト)

あ り

補助資料

あ り

補助資料

あ り

b.階 層構造

フローティング ・ターム ○ ○ ○ ○ × ○ ○

構造

ツ リー/ラ テ ィス

ラテ ィス ラテ ィス ラテ ィス ラテ ィス ラテ ィス ラテ ィス 基本 的 に

ラテ ィス

(選 択 で

きる)

c.エ ン ト リ ー の 構 造

ス コ ー プ ノ ー ト ○ △ △ △ △ △ △

同形(音)異 義語

あるいは限定句

()

で表示

×1) ()

で表示

【 】

で表 示

()

で 表示

同音 識別

子(1,2)

()

で表 示

語間の関係の表示

方法

BT,NT

－ 段 階

BT1,BT2

BT3…

NT1,…

全 段 階

BT,NT

－ 段 階

TT(最 上

位 語)

BT,NT

全 段 階

階層 コー

ドの リス

トのみ

BT,NT

全 段 階

〈(BT)

〉(NT)
一 段 階

分類 コー ド × × ○ ○(主 題

カテゴリー)

○ ○ ○

語の更新情報 ○(語 の採

用年月・削

除年表示)

→(新 しい

語)

語 の追 加

年月 の表

示 あ り

DI(語 の

採用年 月

PT(以 前

の語)

×,た だ し

一覧 はあ

り

○(採 用

年,追 加

削 除一覧

あ り)

N(新 しい

語)

×

索引使用頻度 ○ ○ × ○ ○ ○ ×

その他 キ ー ワー

ドの種 類

の表示 が

い くつか

あ る

**,+,*〈,

*〉,*㍉ な

ど の 記 号

も あ る

階 層 リ ス

ト に 、ファセ

ット・インディケ

ータあ り

d.維 持 ・管 理

範囲 ・特色の紹介 ○ △ △ ○ ○ ○ △

使用法の解説 ○ △ △ ○ ○ ○ ○

用語の収集方針 △ △ △ ○ △ △ △

語の更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シソ ーラス の更新

回数

改訂11回

ほぼ1回/

2年

1回/年 1回/2年 1975,78,

81,87年 に

発 行

1回/年 1985,86年

に 発 行

1981.85

年 に 発 行

注1)非 デ ィス ク リプタに は、()で 限定句 が付 与 されて いる。
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(10)文 献10)L.K.リ ー スポー タ ー(L.K.Rees-Potter):ダ イナ ミ ック シ ソー ラス システ ム:

『社 会 学経済 学 におけ る ター ミノ ロジー的 お よび概念 的変 化の計 量誌学 的研 究 な らび にダ

イナ ミック シソーラス システ ム の設計 への適 用 』;DYNAMICTHESAURALSYSTEMS:A

BIBLIOMETRICSTUDYOFTERMINOLOGICALANDCONCEPTUALCHANGEINSOCIOLOGYAND

ECONOMICSWITHAPPLICATIONTOTHEDESIGNOFDYNAMICTHESAURASSYSTEMS,

Intermationprocessing&Managemantovol.25No.6,pp.677-691(1989)

シ ソーラ スは情報検 索 の分野 で イ ンデ クサ ーや サ ーチ ャーが使 うため のデ ィスク リプタ

を用意 する もので ある。 その問 題点 は、 シソ ーラス のメ ンテナ ンス とア ップデ イ トにあ る。

この事 例 は、 引用、相 互 引用 の解 析 と引 用関係 解析 を利 用 して シソー ラスの メンテ ナ ン

ス とア ップデイ トをす る ため のそ の メカニ ズ ムの研究 をする ものであ る。 こ の研究 の 目的

は、 シソ ーラス のア ップデ イ トとメンテナ ンスの効 果的 な進め 方 を開 発 する こ とにあ る。

この方法 は、 レファ レンスや脚 注 をっ けて い るフルテ キス トデ ータベ ース に適用 され る

ことがで き る。

その方法 で は、新 しいターム と新 しい引用 関係 をシソー ラスに反 映す るた め に3っ の モ

デル を開発 した。

① 引用の 同一化 モデ ル これ は、 フル テ キス トデ ータベ ースの リフ ァ レンス の中 か ら強

い引用、相 互 引用の ドキュ メン トを発 見す る。

②文 脈 の同一化 モデ ル これ は、 テ キス トの なか か ら実際 の 引用 を発 見 しそ の文脈 を表

示 す る

③ シソーラ スの メンテナ ンスモデ ル これ は、新 しいフ レイ ズ を認知 し、 そ してそ の新

しい コ ンセ プ トを明記 し、 かつ現 行の フ レイ ズの コンセ プ トとの 関係 を明記 す る。

デ ータ は、社会 科学 のイ ンデ ック ス(26の 経 済学 、社会 学の専 門分 野)か ら採用 した。

候 補 の シソー ラスの用語 は、 これ らの分野 の 文書 の引用 関係 か ら半 自動 的に作 成 され た。

専 門家 は、 これ らの用語 が専 門分 野 に適用 で き るもの であ ると結 論づ け た。

この シソ ーラス の用語 は、 ス タ ンダ ー ドな 標題 リス トに よるタ ーミ ノ ロジー にた い し良

好 な比較 が できた。

この研 究 での結論 の一 つは、 用語 の発 生 と用語 の変 化 に関す る方法 論 で あ る。一般 的 に、

ター ミノロ ジー は、専門 分野 の コ ンセ プ トを反 映 した文書 の文脈 を使 う。(っ ま り、強 い

引用 と相 互 引用 を持つ ドキュメ ン トは、 コ ンセ プ トシンボルや強 いオ リジナ リテ ィ を持 つ
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こ とが で きる。)

この 方法論 は、経済 学、社 会 学の 専門性 を表わ すオ ル ター ネイ トタ ー ミノ ロ ジーの ため

の豊 富 な ソー ス を提供 す る。 この事例 は、 全 ての専 門分 野 に おいて も 同様で あ る。

(11)文 献11)岡 野 弘行 二JICST科 学技術 用 語 シソーラ ス,情 報 と科 学 と技 術vo1.39No.

12,pp.558-566(1989)

JICSTシ ソ ーラスは、 科学技 術分 野 を対象 として1968年 力・ら全 く新 た に作成着 手 さ

れ た 日本 語総合 シ ソーラス であ る。

1969～70年 に キ ーワー ド索 引の標準 化、71年 に第 一次標 準 キ ー ワー ド リス トの作 成、73

年 に暫定 版、75年 に第 一版 を完成 。 その後78年 、81年 、87年 と版 を重 ね 、92年 頃 を 目処 に

改訂 準備 中であ る。

(a)シ ソ ーラス の構成 ・構造

総 語数 で は73年 版 の31,752語 か ら、削 除 と追加 を繰 り返 し87年 版 で は48,196語 に拡 大、

75年 版 で は用語 選定規 則 の改訂 、81年 版 で は階層 関係 の思想 変 更 が行 われ て いる。デ ィス

ク リプタ は73年 版 の28,196語 か ら87年 版 の38,407語 に拡 大 、抑 制 が必 要 とされ る こ とか ら

現状 が 限界 と思 われ る。非 デ ィス ク リプタ は多 いほ どよ く、73年 の3,556語 か ら87年 版 の

9,789語 に拡 大 して い る。

用語 につ いて は次 の通 りで ある。

① 見出 し語 には、非 デ ィス ク リプ タであ る場合 の み 「*」 記 号 にて示 し、

② 後 に()内 にて フ リガナ を振 る。

③ 見出 し語の 次行 に、14分 野207カ テ ゴ リ分類 され た主題 カ テ ゴ リコ ー ドを設 定 す

る。但 し 「目安 」程度 で あ り、 現在 は改訂作 業の コー ド的 役割 を担 って いる。

④ カテ ゴ リコ ー ドの後 に索 引頻度 を示 す。

⑤ 同義 語 、準 同義 語、類 義語 の表 示 は、 見出 し語 が非 デ ィス ク リプタ の場 合 は 「USE」

・rAND」 、 デ ィス ク リプタの場 合 は 「μF」 点 「μF+」 を優 先 的関 係 と して頭

に設 定 して いる。 さ らに、 非デ ィスク リプタ見 出 し語 の検 索 同義語 、 同形 同義異 音語

の優 先 関係 を補 遺 する ため、 見 出 し語 の 方の頭 に 「*」 に代 え、 「☆」 記 号に て表示

する。(87年 版 よ り)

⑥ 階層 関係 にあ る用語 は、 「包摂 関係 」 である時 は 「NT」 、 さらに その用 語の 下位概
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念 に は順次 「・」表示 で列記 す る。 「部 分 一全体 関係 」で あ る ときは 「BT]を 頭 に

設定 す る。 「部分 一全体 関係 」 は、

/)地 理 的位 置 関係,,2)生 体 の組織 ・器官3)学 問分野 。

イ)広 義 の一般 用語(81年 版 よ り)ロ)多 くの分野 で共 用 され る専 門用 語 ハ)

特 定 分野 に所属 させ るべ きで な い/所 属 させ る こ とが不適 当な専門 用語 に 限定 し、

87年 版 か らは共通語 尾 を有 す るもの も追加 した。

⑦ 同義 ・階層 以外 の密接 な概 念関 係 には、 デ ィス ク リプタ間 の 関係 に限 り、 「RT」 に

.て 表 示 する。

⑧ 同形異 義語 の 区別 には、 用語 の後 に見 出 し語 限定 句 を付加 し、

⑨ 同音異 義語 の 区別 には、振 りがな の後 に フ リガナ限 定句 を付加 す る.

⑩ 分野 や 時代 に よって概念範 囲 が変 わ らな い定義 は、 ス コー プ ノー トと して必 要 に応 じ

てデ ィス ク リプタに付 与 した。

化合 物 ・元素 に っ いては本体 は上 記① ～④ 迄 と し、 他 は別冊 に よる2分 冊形 式 と して い

る。 また、本体 の 補助資 料 と して、 体系 ・順 列 ・主 題 カテ ゴ リ別 ・英訳 主題 カテ ゴ リ別 ・

英訳 順列 の各 索 引 ・主題 カテ ゴ リ別 ・英訳各 シ ソー ラス ・日英 対 訳 ・日英対 訳各 リス ト。

タ ームチ ャ ー トがあ る。但 し、体 系 ・主題 カ テ ゴ リ別 各索 引は、改訂 作 業用 であ り、順 列

索 引は第3版 迄 、 タ ームチ ャー トも一部 しか作成 されて いない。

(b)準 デ ィスク リプタ(自 然語)

人手 に よる 自然 語索 引と して 「準デ ィス ク リプ タ」索 引 を実施 して いる。但 し、 「準 デ

ィス ク リプ タの付 与 は、 それ に対応 す る上 位 概念 または類 似概 念 を表 すデ ィス ク リプタ を

付与 す るこ と を前提 」 とす る規 定付 で あ る。 しか し、現 在平均1語/文 献 が付与 されて い

る。

86/8-87/7

86/8-89/7

延 べ 語 数

654,739

1,284,350

異 な り語 数

99,620

173,797

シソー ラスで は専 門用語 や新 概念 の用語 が 不足 す るた め、 フ リータ ームの使 用度 が8%、

シソー ラス との併 用使用 度が45%に のぼ る。

準 デ ィス ク リプ タは シソーラ ス改訂 デ ー タ と して も利 用 され て お り、87年 版作 成 時 には

頻度5以 上 の9,262語 中4,927、 標 題抽 出語 は頻度11以 上 の18,774語 中2,111を 採 用 した。

一46一



(c)問 題点 と今後 の課題

新 旧 シ ソーラ ス間での対応 ・関連付 け(ヒ ス トリー)及 び、バ ック ファイル メンテ ナ ン

ス の問題 につ い ては、準 デ ィスク リプタ も含 め て既索 引語 に対 す る文字 列 よ り、登 録番 号

に よ る強制置 換 の手 法 しかな い。

シ ソー ラス に未登録 の概念 用語、 あ る いは類似 の概念 が索 引者/検 索者 に よって、 対応

す るデ ィス ク リプタにバ ラっき を生 む。 この 問題解 決の ため、JICSTで は、 自動 変換 ・

参照 辞 書 の搭 載、 あ るいはAI技 術 が当然 とな った今 日、 自然語 一統制 語変 換 辞書 の形 で

採用 す る予 定 であ る。変換辞 書 としての索 引支援 システム は開発 中で あ り、 検 索支 援 は

JOIS-mと して90年4月 に搭載 す る計画 で あ る。索 引の標 準化 ・効 率化 お よび検 索 の

適 合性 ・再 現 性 の 向上 を 目ざ している。

(12)文 献12)村 田雅 絆:新 聞記事 情報 とNK-MEDIAシ ソー ラス,情 報 の科 学 と技 術

vol.39No.12,pp.582-587(1989)

新 聞記 事 のデ ータベ ース化 は、 コ ン ピュ ー タに依 ると ころが大 きいが 、 すべ て 自動化 す

る まで には至 って いな い。 た とえ ば、 キー ワー ドの付与 は、イ ンデ クサ ーが手 作 業 で行 っ

て いる。主 題分 析 を行 い、最 も適切 と思わ れ る用語 をシソーラ スか ら選 び出 し付 与 して い

る。 また、 記事 の 内容 が シソーラス用 語 だけ では十分表 現 でき ない場合 、 フ リー ター ムで

補 うこと に して いる。 キー ワー ドの付 与 をコ ンピュ ータに よ り自動化 しよう とい う研 究 が

な され、 一部 で は すでに実用 化 して いる とこ ろもあ るが、 当社 で もキ ー ワー ド自動切 り出

しの研 究 を進 め て いる ところである。

(a)シ ソ ーラス 作成 の経緯

当デ ー タベ ース構築 構想 は、新 聞製作 のCTS化 研究 に伴 い、除 々 に本格 化 し、1980年

頃か らシステ ム 開発 を進 め、 同時 に シソー ラス設 計 にも取 りか か った。

当初 は、 既成 の シソーラス を用 いる こと も検討 したが、新 聞記事 の特 殊性 、 収録 対 象分

野 の違 い か ら、 独 自の シ ソー ラス作 成 を目指 すこ とに した。 まず、 自社 の新 聞 お よび 出版

物 を使 い、製 品 関係、 技術 関係、産 業 ・経済 関係 お よび性 質や現 象 を表 わす 用語 、 固有名

な ど を収 集 した 。

次 に、収 集 した用語 に、一定 期間 の頻度 チ ェ ック を行 い、索 引語(デ ィス ク リプ タ)と

して適 当か ど うかの検討 を加 え た。
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採 用 した用語 は、 表記 の統 一 、 同義 語の整 理 、 同音異 義語 の識別 、 階層 関係 の設定 、カ

テ ゴ リへ の分類 な どの作 業 を行 い、 コ ン ビュータへ登録 した.そ の結果 、 総語 数約9,600

語 の 初版 シソーラスが 完成 した.

(b)シ ソー ラスの改訂

初 版作 成以 降、 フ リーターム と して別 途蓄 積 して きた用語 を 中心 に、 索 引語 と して使用

で きるか、 同義語 が既 に収録 され て いな いか、 さ らに、既 登録索 引語 の頻 度 のチ ェ ック、

カテ ゴ リの 見直 しな どの作業 を継 続 して行 い、約3年 を経 過 して、 改訂(第2版)を 行 っ

た。 改訂 の要点 は次 の とお りで あ る。

① 見出 しの語 の追加

経済 、金融 、バ イオ、情 報 な どの分 野 を中心 に約2,100語 の見 出 し語 を追加 した。

この うち、 索 引語 は約1,900語 で、 フ リー ターム と して使 用頻 度 の高 い用語 が 中心 に

なって いる。非索 引(非 デ ィス ク リプタ)は 約200語 。 フ リータ ーム の中 で、 同義 語

を整 理 、一方 を非索 引語 と して索 引語 へ誘導 す る措 置 を とった。

②新 カ テ ゴ リの設定

キー ワー ドの収集 、 カテ ゴ リへ の分類 を進 めて い く過程 で、従 来 の カテ ゴ リへ の分

類 を進 めて い く過 程 で、 従 来の カ テ ゴ リ分類 で は不都 合 が生 じて き た。 第2版 では、

カテ ゴ リの大 幅な改訂 は控 えた。

③索 引語 の表記 変更

索 引語の表 記の 見直 しを行 い、一般 的 に よ く使 わ れる用 語へ変 更 した。

④ 索 引語 の削除

索 引語 の うち、使用頻 度 が極 め て低 い用語 、概念 が はっ き り しな い用語 、 同義 語の

整理 の結果、 不要 と思わ れ る用語 を削除 した。

(c)シ ソーラ スの概 要

現 在用 いている シソー ラス は、索 引諾 約11,200語 、非索 引諾 約530語 を収録 して いる。

索 引語 、非索 引語 は、 それ を統合 して50音 別索 引、 カテ ゴ リ別索 引 に分類 して いる.50

音別 索 引で は、 見出語(索 引語 、非 索 引語)が 数 字、 アル フ ァベ ッ ト、 日本文 字の順 に配

列 されて お り、 用語辞書 的な 役割 をは た して いる・ また・ カテ ゴ リ別 索 引で は 見出 し語 を

150語 の カテ ゴ リに分 類、用語 間の 階層 関係 を表示 す る と共 に、非索 引語 も付与 して いる。

同一階層 内での配列 は、50音 別 索 引 と同 じで ある。
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同義語 を整理 す る方 法 と して、 索 引語 と しな い語(非 索 引語)に 「USE～ 」 を付 与 し

て、 同義 語 の中 で どれ が優先 す るか を指示 して いる。 また電子 計算 機 一コン ピュ ータ など

の よ うに、一般 的に よ く知 られ てい る語 、 お よび よび合弁 事業 一生産 一合弁 の よ うに前方

が一 致 する語 な どは省 略 して いる。

カテ ゴ リ別索 引では、 検索者 が当該 キー ワー ドを迅 速 に見 つけ 出す こ とがで きる よ うに、

一 部 の索 引語 を複数 の カテ ゴ リへ重 複 して掲 出 して いる。 「セ ンサ ー」 を例 に とれ ば、電

子 部 品(DJ)、 計測 機 器(FC)の 二 つの カテ ゴ リに指 出 して い る。(図3-18)

シ ソーラス の コー ド体 系 は索 引語 、非 索 引語 のす べて に8け た の コー ド番 号 を付 与 し、

アル ファベ ッ ト2け た はカテ ゴ リを表 して お り、数字6け たはそ の用語 の所 在地 を示 して

い る。(図3-19,20)

動 いて いる情 報 を正 確 に と らえ、 把握 す るために は、 その検索 システ ムの精 度 の 向上 が

望 まれる。 その た めに は、特 に シソー ラスの メンテナ ン スが必要 不 可欠 の作業 とな り、第

2版 で初 め てそ の メンテナ ンス を行 っ たが、今 また その 見直 しの必要 にせ ま られ て いる。

図3-18他 カテ ゴ リへの リンク例

セ ンサ ー(セ ンサ ー)

DJFC

UF検 出器

NT圧 力セ ンサ ー

圧 力分 布 セ ンサ ー

微 小差 圧 セ ンサ ー

イオ ンセ ンサ ー

位 置決 め セ ンサ ー

イメ ー ジセ ンサ ー

図3-19シ ソ ー ラ ス の コ ー ド体 系

カテ ゴ リ

AA

第一階層

12

第二階層

34

第三階層

56

第 四階層

図3-20コ ー ド番 号例

aGA100000

bGA100100

GA100200C

dGA100300

eGA100310

fGA100320

GA1004009

hGA100410

GA100420i

GA100430j

住 宅設備 機 器

温水 器

換気 扇

給湯 器
・ガ ス瞬 間給 湯 器

・石油 給湯器

サ ッシ
・アル ミサ ッシ

・スチ ール サ ッ シ

・プ ラスチ ックサ ッ シ
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(13)文 献13)荒 井重信 中村 正則:技 術 デ ー タベ ースの 開発,情 報 科学技術 研 究集 会 発表 論

文 集vol.24,pp.87-94(1988)

搬 的 に、情報 をデ ータベ ース化 し管理運 用 して い くため には多 くの人手 と開発 鯛 を

要 す る.企 業 内デ ー タベ ース成 功 磯 は、 システ ム開発 の効率 化 と管理 運 用 の低 コ ス トイヒ

にあ り、 そ のた め には、デ ー タベ ースの開発 か ら運 用 まで 一貫 した支援 シス テ ムが必 要 で

あ る。本論 文で は、抄 録 を含 ん だデ ー タベ ース には不 可 欠な キー ワー ド処理 の課 題 とデ ー

タベ ースの種類 が増 加 した時 の課題 を解 決 す る一方策 を述 べ る。

(a)キ ー ワー ド索 引 の種 類 と課題

代 表的 な キー ワー ド索 引の方 法 と して① 分 類 コー ド、② 統制語 、③ フ リー キ ー ワー ド、

④機 械抽 出の方法 があ る。① ～③ の方法 は それ ぞれ 分類表 、 シソーラ ス、 用語 集 な どの マ

ニ ュアル類 が必要 で、 キー ワー ド付 与 にはあ る程度 の熟 練 が必要 であ り、 ま たは付 与者 の

考 え方 によ って 同一デ ー タでも異 な るキー ワ ー ドが付 与 され る場合 があ る。④ の 方法 は特

別 なマ ニ ュアル は不用 で、 キ ー ワー ドも機械 的に かつ 同一 の思想 で付与 され る ため、 ① ～

③ と比 較 して作 業効率 の 向上 お よびコ ス ト減 が計 られ る・ しか しこの方 法 は原 文表 記 の違

い(同 義語)を 意識 した検索式 をたて る必要 が あ り、 そ の点 が問題 であ る。

(b)同 義 語の 種類 と整理 方法

同義語 は10種 類 に分類 され(表3-10)、 ② 、 ⑤ は略語 辞書 や外 来語辞書 を利用 す る こ と

に よ り比 較 的容易 に整理 で きる が、そ の他 の もの は、適 当 な辞 書 がな く 自前 で整理 す る し

表3-10同 義 語 の種類

同義語 は次の10種 類 に分 類 され る.

① 意 味的:計 測 器 測 定器

② 略語:DBデ ー タベ ー ス

③ 表記 の相違:OPECオ ペ ック

④ 送 りが なの相 違:読 み込 み 読込 み

⑤ 異字 体 表記'製 鉄 製鐵

⑥ ア ク ロニ ム表:IBMI.B.M.

⑦ 長音 記号 付与 の有無 の相 違:コ ン ピュ ータ

⑧ 外来 語表 記 の相違:硝 子 ガ ラス

⑨ 四つ仮 名 ・旧表記 体:ベ ニ ス ヴ ェニス

⑩ 助数詞 表記 の相違:第11回 第XI同
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表3-11同 義語 の整理例

【用語 】 【用語 】 【用語】

OA DPC SI

【副用 語 】 【副 用語 】 【副用語 】

オ フ ィ ス オ ー トメ ー シ ョ ン 運転基準出力制御運転' シ リ コ ン

オ フ ィスオ ー トメイ シ ヨン 給電 出力指令 ケイ素

珪素

国際単位系

【用語 】 【用語 】 【用語】

FRP LD 東京電力

【副 用語 】 [副 用 語 】, 【副 用語 】

繊維強化プラスチック レーザ ダイオ ー ド 東電

繊維強化プラスティック 致死線量 TEPCO

かな い。本 シス テ ムで は技術 開発 関係 の用語 に絞 って整理 を行 った。(表3-11)

(c)同 義 語の処 理 方法

同義語 の処 理 方法 と して次 の3つ の方法 が考 え られる。①標 準語 変 換:デ ータベ ース作

成 時 に標 準語(デ ィスク リプ タ)に 変換 して格納 、② 同義語付 加:デ ータベ ース作成 時に

全 同義語 を付加 して格納 、③ 検索依 存型:デ ータベ ース作成 時 に同義語 処理 は一切 しない

で格納 があ る。 本 システ ムで は、現 状 で検 索 レスポ ンスが一番 良 い、② の方 法 を採 用 した。

(d)同 義語処 理 システ ム

本 システ ム は キー ワー ド自動 抽 出機能、 同義語 辞書管理 機能 と同義語 付加機 能 か ら構成

され て いる。(図3-21)キ ー ワー ド自動抽 出機能 は平和情 報 セ ンタ ーのHAPPINES

Sを 利 用 した。

同義 語辞書 は(図3-22)に 示 す よ うに、 一同義語 群は標準 語 とその 同義 語 の組で構 成 さ

れ て いて、 同義 語 の数 の制 限 は特 に な い。

同義語 辞書 管理 機能 と して① 辞 書 の登 録 ・更 新機 能、② 同義 語 重複 チ ェ ック機 能、③辞

書一 覧 出力機 能 を有 して いる。

辞 書 の更 新 は次 の手順 で行 ってい る。① あ る期間 に付 与 され た キー ワー ドの リス トと累

積 キー ワー ドリス トの 比較処理 を行 い、新 規発 生 キーワー ドの フ ァイル を作 成 する。②先
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に述 べ たキ ーワ ー ドの整理 方法 にそ って リステ イン グ し、 同義 語 の整理 を行 う・③ 辞書 の

登録 ・更新 機能 を使 って 辞書 を会 話方式 で更 新 する。更 新 は、登 録 した い同義語群 を呼び

出 し、 大義語群 が既 に存 在す る場 合 はその 同義語 群 を表示 して新 キー ワー ドの追加 を行 う。

該 当同義語群 が存 在 しな い場 合 は、新 同義語 群 を生 成す る。

表3-12同 義語 処理 結果 例

半導体電極 を用いる太陽光エネルギー変換

半導体電極 による太陽エ ネルギー利用法は次の3つ に大別することができる。

①直接電力に変換する(湿 式光電池)。

②水 を分解 して水素、酸素 を生する。

③水の分解以外の化学変換。

この うち① は安 価 で効率 の高 い光電 池 を得 る こ とが で きるか も しれ ない。

② は ク リー ンで、応 用性 の広 い燃料 を得 るこ とがで きる。③ は例 と して ヨウ

化水 素 の分解 をあ げた が、水 の分解iこ く らべ る と技術 的 には と っっ きやす い

方法 であ り、 シ リコンの よ うな バ ン ドギャ ップの小 さい半導体 を表面 処理 に

よ って安 定 化 し使 用で き る ようにす れ ば高 い効 率 を もち しかも安価 な変換 素

子 が え られ るこ とにな る。

半導体

半導体電極

太陽光

太陽光エネルギー

応用性

ヨウ化水素

シリコン

太陽光エネル ギー変換 バン ド

エ ネル ギー変 換 バ ン ドギャ ッ プ

太陽 ギャップ

太陽エネルギー 安定化

太陽エネルギー利用法 変換素子

エネルギー利用法 素子

湿式H
湿式光電池 ○

光電池SI

水素 珪素

酸素 ケイ素

化学 国際単位系

化学変換
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同義語 付加 機 能 は同義 語辞 書 を参照 し、抽 出 され た キー ワー ドへ同義 語 を付 加 す る機 能

で あ る。(表3-12)に 同義 語処 理結 果 を示 す。H、O、S工 、 珪素、 けい素 な どは同義 語

と して付加 され たキ ー ワー ドである。

(e)デ ータ情 報 管理 システ ム

デ ータベ ース を利 用 するの に必要 な情報 を管理 する シス テム と してTISDM(Tech-

nologyInformationSystemDATA/DManager)を 試 作 した。 これ は、デ ータ辞書 の

機能 を拡 張 した もので あ る。 それ は、① フ ァイル に 関す る情報 、②デ ータに関 す る情 報 、

③ コー ド表 と利 用情報 、④ 操 作マニ ュアル情 報、⑤ 利用 者管 理情 報、⑥ 個別 ア プ リケ ー シ

ョンの情 報 の管理 を してい る。

(f)デ ータベ ース利 用者 システ ム

汎 用検索 システ ムTIS(TechnologyInformationSystem)の 検 索方法 は① フ リー検

索 方式:利 用者 は頭 に浮 か んだ技術 用語で検 索す る方法 、② テ ー ブル検 索方 式:利 用 者 が

選 択 したデ ータ ベ ースの項 目名 を画面 に表 示 し、 利 用者 は そのテ ー ブルに検 索条件 を入力

す る方法、 ③ メ ニュ ー方式:業 務処 理 のメニ ューが画面 に表示 され、 利用 者 が対象 業務 を

選択 す る方法 の3種 類 を用意 した。

① と② は情 報検 索用 の シス テム で利 用者の経験 に よ り選択 で きる よ うに な ってい る。

(① は初心 者 向 き)③ は定例 業 務処理用 の検索 システ ム であ る。

(g)今 後 の課 題

今 回は、抽 出 され た キ ーワ ー ドの横 の拡 が り(同 義語)を 扱 ったが、原 文 に直接表 れ な

い言 葉 も加 味 すれ ば、 検索 の 自由度 は さらに増 す。特 に 、文書 情 報の検 索 にお いて は、漠

然 と した記 憶 か ら検 索 す る場 合 が多 いので、知 的検 索 システ ムが必要 とな る。 そ の ため に

は、 キ ーワー ドの横 の拡 が りと縦 の拡 が りを合わせ た立 体 的 な辞書(知 識 ベ ース)が 必要

で、今後 研究 を進 め る予定 で あ る。

課題 の2点 目と しては、異 な るメデ ィアの統合 化 であ る。情 報 の中 には写真 ・図 ・表等

文字 以外 の情報 が含 まれ てい る。 これ らの異 なるメデ ィア を管 理 し、 自由に組 み合 わせ る

こ とが可能 なデ ー タベ ースマ ネージ メン トシステ ムが実 現 すれ ば、 日常業務 の 生産性 向上

に も一層 寄与 す る と考 え られ る。
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(14)文 献14)岡 野 弘行 他 、自然言吾一統制 語変換 鰭 作 成 システ ム'蹴 科 学技術 研究 集会 発表

論 文vol.25,pp.49-55(1989)

計 算機資源 の進歩 に よ り、 文献 デ ー タベ ー スの 利用技 術 は大 いに発展 して い る。 とこ ろ

が、そ のデ ータベー ス作成 の 中心 であ る抄 録作成 と索 引作 業 が専 門家 に依存 せ ざるを得 ず

省力化 が難 しいた め、 昔 日と較 べ て著 しい差 は見 られ な い。 しか し、 省 力化 を 目指 し、抄

録作 成 にお いて は、著者 抄録 の徹 底 と標準 化 をはか り、 それ を利 用す る とい う形 に移行 す

る こ とに し、索 引作業 にっ いて は、 論 文標 題 や抄録 な どか らの キ ー ワー ドの 自動抽 出 シス

テ ムの開発 に よって、省 力化 、高 速 化 とい う,点では展勤 澗 けっ っあ る・ と ころカミ・儲

の キ ーワー ド自動 抽 出 は、 標題 および抄録 中 のテ キス ト語(自 然 語)が 即検 索語 とな って

い るため、 トータル 的 に 「自然語 が有 利か、 統制語 が有 利 か」 とい う古 くて新 しい問題 を

自 ら解決 して いな い。

自然語 と統制語 の優 劣 がつ け難 い な らば、両者 の利点 を併 せ持 つ 「自然 語 か ら統制 語へ

の交 換イ ンター フ ェイ ス」 を構築 す る ことに よって解決 で きるの で はな いか と考 えて 、そ

の変 換 アル ゴリズム を設 計 し、 変換 辞書 の作成 に着 手 した 。

(a)開 発の背景

珊 に統制 語索 引 によれ ば、 検索 糸課 は網 羅性 が保 証 で きる といわ れ てい る・ これ は統

制 語索 引がバ ラつカ・な い とのネ蹄 が必要 で あ り・熟 練 した 索 引者}こお いて も・ バ ラつ きは

抑 え られず、逆 に、 自然 語索 引の方 が統制言吾のそ れ よ りも一致 す る語 は多 いこ ともあ る と

の轄 す らある。 このバ ラつ き を防 ぐ手馴 まないか とい う命 題 の も とに油 然言書か ら統制

語 へ の案 内辞書 、 すなわ ち 同義語 へ の参 照可 能な辞 書 の作成 を検討 した。一方 、JICS

Tで の 「抄録 と索 引作 成」 とい う実 習指導 の実験 か ら、索 引の手 順 と しては、 ドキュ メン

テ ーシ 。ン に不慣 れ な、精 通 して いな・・人 につ いては・ 自然語 で索 引語 を抽 出 させ ・ その

後 に シソー ラス統制 語 に変換 す る方 力・、バ ラつ きが な いこ とがわ か った・ さ らに 自然語 力'

ら変 換すべ き統制 語 が案 内 され た辞 書 を備 え てい るな らば・ 一 致率 は上昇 し・ かつ索 引に

要 す る時間 も短縮 可 能 と予想 で き る。

ところで 、 自然語 か ら統制 語 へ の変 換辞書 の作 成手 法 と して共 出現 な どの統計 的手 法 と

意 味 的解析 手法 が考 え られ る。統 計的 手法 はあ る程 度蓄 積 され た過 去の デ ータに対 しての

み、 変換辞計 作 成で き るわ け であ り、デ ー タベ ース を新 たに作 成 する場合 にはイ乍成 で き

ず、 さ らに少 しで も劉 の異 な る新語 に対 して まっ た く用 をな さな い・ その ため・ デ ータ
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ベ ース に は直接 関わ らず、統 制語辞 書 シソー ラス に依存 した変 換辞書 お よび変換 システ ム

は 開発 に値 する もの と考 え られ る。

そ こで、 シソ ーラス をあ る一つの 概念体 系 、あ るいは知 識体系 と把 え ると、 統制 語 す な

わ ち シソー ラス用語、 および それ らの構成 す る体 系 によ って、二 つ の意 味空 間が形成 され、

そ の 同義 関係、上 下 関係 が 自然語 か ら統制 語へ変換 する際 に何 らかの 役割 を果 たす で あ ろ

う と予想 され る。

さ らにJICSTに お ける汎用 シソー ラス にお け る永年 の経 験 か ら、 シ ソーラス体 系 と

用語 の語 形 を利 用 した変 換 システ ムの 開発 の可能性 があ る こ とを確 信 した。

(b)自 然 語 一統 制語 変換 シス テム の開発経 緯

1240文 献(20件/人)に っ いて人 手作業 に より統制語 索 引 と 自然 語索 引を実施 し、 両索

引の照 合(対 応 づ け作 業)を 行 った。

おの お のの統 制 語索 引 の対 応 づけ と して は、 自然 語 に対 して統制 語 が上位 語 、同義 語、

そ の他(固 有名 詞 の ため、対応 な し)な ど を判定 した。 そ の結 果 をベ ー スに さ らに、 上記

文 献集 合(1240)か ら60文 献 を抽 出 し、 思考 実験 と して 自然語(692語)に 対す る統制 語

(1048語)と の 対応 を詳細 に解 析 し、実験 システム の構 築 の ための基 本 構想 をま とめ た。

それ は、次 の3点 であ る。

① 同形 異 議語 の否定

基 本 的に は語形 が 同一 な ら、 意 味 は同一 とす る。

② 部分 は全体 の上位 語

文字 列Aが 文字 列Bに 完 全 に含 まれ るな らば、AはBの 上 位 か関 連概要 とす る。特

に後 方部 に含 まれ る場合 にはAはBの 上位概 念 とな る例 が多 い。

③ 友達 の輪

文字列Aの 上位概 念 ある いは 同義概 念A'を 含む 文字列Cが 、 文字列Bに 含 まれ る

な らば、CはBの 上 位か 関連概 念 であ る。

(c)変 換 システ ムの概 要 ・実 験結 果

本 システ ム では先頭 および末尾 よ りの最 長 一致 方式 を採 用 した。(図3-23)こ の 抽出 の

精 度 およ び処理 時間 な どの効 率 を上 げ るため、 い くっ かの処理 を追 加 した。

① 前処 理:特 殊 な記 号(ハ イ フン、 中黒)を 含 まぬ文字 も統 制語 と して抽 出す る。

②抽 出処 理 の終 了:抽 出 され た統 制 語(前 後 最大2語)の 文字数 合 計が 自然 語 を こえ る と
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図3-23 最長 一致法

自然語

統制語

自然 語

統 制語

電 気 双 極 子 モ ー メ ン ト
→
←一

電気双極子
双極子モーメン ト

ト讐 開発
水資源

資源開発

処理 は終了する。

(例)水 資源開発 → 水資源+資 源開発

③特殊処理:先 頭および末尾が特殊文字については特定の統制語 を発生させ る。

(例)耐 凍害性 → 耐性 富士山 → 山岳

④最長一致 した統制語に対 して、置換辞書に登録されているその上位語、同義語、類義

語 と置 き換えて新 しい文字列(仮 自然語)を 生成 し、再度最長一致方式で統制語 を抽

出 し、先に抽出 した統制語 より長い文字 ならばそれ を採用する。

⑤文字列短縮:中 間一致の代用として前方一致および後方一致 した部分 を削除 した短縮

文字列(仮 自然語)を 生成 し、再度最長一致方式で統制語を抽出する。

⑥中抜き処理:中 間にマスク文字の存在 を許す 「中抜き方式」による統制語の抽出も採

用 した。

以上の変換解析アルゴリズムをバッチ形式の プロ トタイプシステムで検証 した。(表3-13,

表3-14)そ の結果、化合物名、欧字綴 りとカタカナ綴 り音便(拗 音、促音、長音)や 音訳

語な どには課題は残るが、それな りの評価が得 られた。

表3-13マ ニ ュアル 索 引との 表3-14実 験 に用 いた辞書 の概要照合一致度

(解 析 対 象):5,794語

(完 全 一 致):1601

(解 析 結 果 が 余 分)

(不 足 は1/2以 下)

(不 足 は1/2を 越 え る)

(一 致 語 な し)

(対 応CTな し)

1247

678

101

1712

455

特 殊 処 理

特 殊 接 辞 々書72接 頭7接 尾65

置 換 処 理(置 換 辞 書)

類 義 言吾尾371

BTUSE/UF置 換48074

照 合(最 長 一 致):統 制 語 抽 出

照 合 辞 書(シ ソー ラ ス)48196
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4.辞 書 管 理 シ ス テ ムの概 要

4.1.シ ス テ ム の 設 計

レコー ドマ ネ ジメ ン ト用辞書 管理 システ ム は、 レコー ドマネ ジ メン トを 目的 に使用 す る

索 引語辞書(フ ァイル)に 対 し、新 規の索 引候補語 を登 録 する システ ム であ る。 この シス

テ ム の設 計 にあ た っての機 能 は図4-1の とお りであ る。

○単語入力方式

新規索引候補語に対 し、概念分類 を行い、単語分割 を行い、概念分類体系画面内の概念

名の項に入力する。

○辞書検索方式

入力新規索引候補の辞書内既蓄積索引語 との形態照合処理を全辞書内既蓄積索引語対象

完全一致 と辞書 内概念名後方一致にて行 う。

○頻度評価

辞書検索の結果に対 して不一致新規索引候補の頻度更新 用一時蓄積単語 との照合処理を

行 い、頻度値の判定処理を行 う。

○頻度更新/一 時蓄積

新規索引候補語 として頻度 ファイルの更新 と一時蓄積 を行う。

○辞書更新

新規索 引候補語 を索引語 として同一概念下に登録する。

また、 このシステムで用いられる辞書はISA関 係構造 シソーラス辞書である。ISA

関係構造 シソーラスのデータ構造は、基本的にはその分野 における専門的概念(以 下カテ

ゴリという)の もとのその分野で用 いられる語(以 下ディスク リプタという)を 持ってい

る・だが・デ ィスクリプタには表現が違っていても同じ意味や内容をもっものが多 くある。

そのため、このシステムでは、同 じ意味をもっ多 くの候補語の うち代表 となる用語 をデ ィ

スク リプタとして、それ以外の用語 を同義語として登録する。

このシステムで用いるシソーラス辞書の概念的なデータ構造は図4-2の とお りである。
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亘

辞 書 フ丁価

(シソーラス)

②辞書検索

照合処理

/＼ 、
頻度評価＼ ④頻度更新/

一時蓄積

図4-1シ ステ ム機能 図

,

カ テ ゴ リ デ ィス ク リプ タ(D 同義語(D

(最 大20ケ)

デ ィ ス ク リ プ タ(2) 同 義 語(2)

デ ィ ス ク リ プ タ(m) 同 義 語(m)

(最 大100ケ) (最 大10ケ)

図4-21SAシ ソ ー ラ ス の デ ー タ 構 造
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今 回 の シス テム の 開発 にあ た って、 辞書の容 量算 出の ため に 当面 目標 とする登 録語 の数 は 、

概 ね カテ ゴ リが20個 、 そ して ひ とつの カテ ゴ リの も とにデ ィス ク リプ タが100個 、 さ らに

そ のデ ィス ク リ プタの も とに同義語 が10個 程度 を予 定 した。 っ ま り、20×100×10=20,000

語程 度 が蓄積 可能 で あ る シソーラス辞 書 を想 定 した。 この場 合辞 書の 容量 は、 用語 の平 均

文字 数 を経験 な文 字数 で ある が13文 字程度 とする と、520バ イ トが必要 となる。 これ に イ

ンデ ックス部の 容 量 を加 味す る と、lMバ イ ト程 度 っ ま り5イ ンチの フ ロッ ピーデ ィス ク

1枚 分の容 量で あ る。

この システム は 一般 の多 くの会社 、特 に文字関係 を扱 う部所 で利 用 され るもの と思わ れ

る。分類 され るカ テ ゴ リや登 録 され るデ ィス ク リプタの数 につ いては、 その会 社 の業種 や

規模 に よって も違 うもので あ ろう。 だが、1社 無 限 にあ る もので はな い。通常 は、10数 万

語程 度 の用語 を登 録 で きる辞書 を用意 すれ ば充分 であ ろ う と思 われ る。以上 の ように複 数

の場 所 で利用 され 、 その会 社 ご とに特 徴あ る シソー ラス辞書 とな るこ と、 さ らにそ の用 語

数 の量 な どか ら、 この システ ムはパ ー ソナル コンピ ュー タ(以 下パ ソ コン)を 用 いて開発

し、 パ ソ コン上 に システ ム を構築 し、 パ ソコ ンで操作 でき る システム と した。パ ソコ ンの

選 定 にあ た って は 、そ の普及 率 を考慮 しPC-9800シ リーズ(NEC社 製)と した。

ま た、OSに っ い て は同様 の理 由でMS-DOS(マ イ ク ロ ソフ ト社)を 用 い るこ とに し

た。

さ らに、 シス テ ムの構 築 にあ たって は、BASIC言 語 やC言 語 な どに代 表 され る よ う

な プ ログ ラム開発 言語 を用 いる方法 と、市販 のデ ー タベ ースマ ネ ジメ ン トシステム(以 下

DBMS)を 用 い る方 法 にっ いて検討E
.行った。 プ ログラ ム開発 言語 を用 い る際 の利 点 は、

利 用者 指 向の使 い勝手 の よ いシステ ムが作成 しや す い こ とにあ る。 欠点 は、 例 えば この シ

ステ ム におけ る シ ソーラ ス辞 書 のデ ータ構 造 は単 純 であ るが、DBMSを 作成 しなけ れ ば

な らな いこ とで あ る。 そ してそのDBMSに はデ ー タの蓄 積、検 索機 能 な どDBMSと し

て もたな ければ な らな い こ とで ある。 そ してそのDBMSに はデ ータの蓄 積、 検索機 能 な

どDBMSと して もた なけれ ばな らな い基 本機能 を作成 しなけ れ ばな らな くなる。 ま た広

く世 の 中 に受 け入 れ られ る ために は、 デ ータ を蓄積 す る ファイル の互 換性 も考慮 しな けれ

ば な らな い。 その 際 には、 ファイル形 式の標準 化の動 向 も加 味 しな けれ ばな らな くなる で

あ ろ う。結 果 と して プ ログラム 言語 を用 いて作成 す る方法 は、 時 間 と工数 が かか る こ とが

予 想 され る。
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一方、市 販のDBMSパ ッケ ー ジ を利用 す る際 の 欠点 は、 そ のDBMSパ ッケ ー ジの持

って いる言 語の機 能 に依 存 して しま うため、利 用者 に とって使 い易 いと思わ れ るよ うな シ

ステ ムの実現 は難 しい こ とで あ る。 例 えばマ ルチ ウ イン ドウでマ ウス を用 いて 、処 理 を選

択 する とい う機 能 が実 現 で きな くな るであ ろ う。 だが、DBMSと して の機 能 が利 用で き

るため、 プ ログラム開発 の面 で作 業 工数が少 な くな くか っ短 期 間 でで きる こ とが予想 され

る。

以 上 のよ うな検 討 内容 か ら、今 回 の システム 開発 には市 販 のDBMSパ ッケ ージ を利 用す

るこ ととした。具体 的 には、dBASEIII(ア シユ トンテ イ ト社)と いうパ ッケ ージ を用

いて システ ム を開発 す る。 その 際、dBASEmの デ ー タ ファイ ル と他 に市販 され て いる

パ ッケ ージのデ ー タフ ァイル に互換性 があ るこ とか ら、他 のパ ッケ ージ を利 用 でき る とい

う拡張性 が生 まれ る。具体 的 に は、 この システ ムで作成 したデ ー タフ ァイル は市 販 のEx

cel(マ イ クロ ソフ ト社)やLotus(ロ 一 夕ス社)と い った表 計算 パ ッケ ー ジで も

読 む ことがで きるため、 これ らの パ ッケ ー ジを利 用 する こ とは、結 果的 にExcelやL

otusと いったパ ッケ ー ジに用意 され て いるす ぐれ たユ ーザイ ンタフ ェース を利 用 でき

る ことにもな る。

この システ ムで扱 うシ ソーラ ス辞書 の用語 は、 カテ ゴ リ、デ ィス ク リプタ、 同義語 で あ

る。 本 システム では図4-3の ように、 カテ ゴ リ、デ ィス ク リプタ、 同義 語 それぞ れ に物

理 的 に辞書(フ ァイル)を もち、 その辞書 間 でカテ ゴ リーデ ィスク リプ ター同義語 に つて

ISA関 係構造 シソー ラス と しての関係 づ け を論 理的 にお こな う。 っ ま り、 本 システ ムで

扱 う シソーラス辞書 は、 カテ ゴ リ辞書 、デ ィスク リプタ辞 書、 同義語 辞書 の3っ か ら成 り、

それ ぞれ が関係 づけ され てい る辞 書 であ る。

カテ ゴ リ辞書 のデ ー タフ ォーマ ッ トは、 図4-4の とお りで ある。 カテ ゴ リIDと は、

カテゴリ登麟 に連番で一意に付与されるもので長 さとして5バ 朴 で数字が与え られる・

タ ームは、 カテ ゴ リの名 称 であ り、最 大38文 字 の領域 が 用意 され て いる。デ ィスク リプ

タ数 は、 そのカテ ゴ リの含 まれ るデ ィスク リプタの個 数 であ り、4バ イ トの数 値デ ー タで

表 現 され る。候補 とは、未 だ正 式 なカテ ゴ リとはな って いない用 語・ これ をカ テ ゴ リ候 補

とい うが、そ の用語 と正式 にカテ ゴ リと して登録 され て いる用語 との別 を表 現 す る。".F."

とある時 はカテ ゴ リ、".T."と ある時 はカ テ ゴ リ候補 であ る。

次 にデ ィ スク リプタ辞書 の デ ータ フォーマ ッ トは図4-5に 示 す とお りであ る。デ ィス
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カ テ ゴ リ辞 書

カテコ'リーチ'イスクリフ・タ

の 論 理 的 関 係 づ け

デ ィ ス ク リプ タ辞 書 同 義 語 辞 書

テ'イスクリプ ター同 義 語 の

論 理 的 位 置 づ け

二で'

口
口

1

,

`

`

'

1

イ

1

口
＼

÷
＼ ノ 口.

(物 理 的 カ テ ゴ リフ ァ イ ル)

図4-3

(物 理 的

デ ィス ク リプ タ フ ァイ ル)

シ ソ ー ラ ス 辞 書 の 構 造

(物理的同義語 ファイル)

カ テ ゴ リID タ ー ム デ ィ ス ク リ プ タ 数 候 補
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C(5) C(76) F(4) C(1)

図4-4カ テ ゴ リファイル のデ ータ フ ォーマ ッ ト
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ク リプタIDと は、 デ ィスク リプタ登録 時 に一意 に付与 され る連番 であ る。長 さが5バ イ

トの数字 デ ー タよ り成 る。 タ ーム は、 デ ィス ク リプタ名称 そ の もので最 大38文 字 まで登

録 で きる。 逆 ターム は、 ター ムの う しろの文字 列 よ り順 に先頭 文 字列 へ の配 置 となって お

り、 後方 一致検 索の 時に利用 され る。 一致 条件 とは、 デ ィスク リプタが登録 され る時、そ

のデ ィスク リプタを含 む カテ ゴ リの 配 下に あ るデ ィス ク リプタ と後 方一 致 したか どうかを

判 別 する もので あ り、今 回は後 方 一致 が条件 であ ることか ら`B'と い う値 が入 っている。

一致 文字数 とは、後方 一致 とな った時の後 方 か らの文字 数 を表 す。一 致 して いな い時 は0

が 入 る。 同義語 数 は、 そ のデ ィス ク リプ タの もって いる同義語 の個数 を示 して いる。上位

カテ ゴ リNo.とは、 そのデ ィス ク リプタ を含 む カテ ゴ リIDで あ り、 ここで カテ ゴ リとデ ィ

ス ク リプタの論理 的関係 付け を行 って いる。最後 のデ ィス ク リプタ 出力順番 号 とは、 デ ィ

ス ク リプタの表 示 および印字 出 力の 際 に利 用 する もので、上位 にあ るカテ ゴ リの も とで こ

の デ ィス ク リプ タが何 番 目に表 示 され るも のであ るかの情 報 をも って いる。以 上逆 タ ーム

は38文 字 、一致 条件 は1文 字 、 一致 文字 数、 同義語数 は4バ イ トの数 値、 上位 カテ ゴ リ

は5バ イ トの数 字、 およびデ ィス ク リプタ 出力順 番 号は10バ イ トの数 字 で表 現 され る。

同義語 辞書 のデ ータ フォーマ ッ トは 図4-6の とお りで あ る。 ターム とは、 同義語 その

もの で最 大38文 字 の領域 を用 意 して い る。上位 デ ィスク リプタNo.と は、そ の 同義 語 の代

表 として のデ ィス ク リプタIDで あ り、 これ でデ ィスク リプタ と同義語 との論理 的関係 づ

け を行 って いる。 同義語 出力順 番 号 とは、 表示 お よび印字順 を指 定す る もので 、上位 のデ

ィス ク リプタの もとに この 同義 語が 出 力 され る時、何 番 目に出 力 され るもの であ るかの情

報 である。 上位 デ ィス ク リプタ は5バ イ ト、 同義語 出力順番 号 は10バ イ トの数 字 で表現 さ

れ る。

既 にカテ ゴ リ、 デ ィス ク リプ タお よび同義 語登録語数 は総 個数 で20000語 程度 で ある こ

と を記述 したが、 この システ ムで は、 その制 限 はも って いな い。 ただ各 用語 に付与 され る

番 号 が数 字 の5バ イ トで ある た め、 最 大99999の 番 号 をもっ こ とが 可能 で ある・ っ ま り・

カテ ゴ リの総数 は最大99999、 カテ ゴ リの配 下 に付与 されるデ ィス ク リプタの最 大個数 も9

9999個 であ り、 デ ィスク リプ タの下 に付 与 され る要義 語の数 も99999で あ る。一 方、 ひ と

つの カテ ゴ リに付与 で きるデ ィ スク リプタの論理 的な最 大個 数 は9999で あ る。 また、 ひ と

っ のデ ィス ク リプ タに付 与 され る 同義 語 の数 も同 じである。以 上 の個数 が この システ ムに
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図4-5デ ィス ク リプ タファイル のデ ー タ フォーマ ッ ト

タ ー ム 上 位 デ ィ ス ク リ プ タNo. デ ィスク リプタ内同義語出力順 番号

学 習 帳 00001 0000100001

C(76) C(5) C(10)

図4-6同 義 語 ファイルのデ ータフ ォーマ ッ ト
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お け る論理 的な登 録語 数 の最 大 で ある。

さ らに、 デ ィス ク リプタの登 録作 業 にっ いて、 この システ ムへ 当初要 求 され た機能 を検

討 した結果 、図4-7の ような手順 で デ ィス ク リプタの 登録作 業 を行 うことに した.そ の

内容 にっいて簡 単 に説 明す る。

○ タ ーム入 力

当初 この システ ムへ要 求 され た機 能 にお ける単語 入力 に相 当 す る。 デ ィスク リプ タの候

補語(以 下候補 語)の 入 力 には、利 用 者が直接 画面 に向か い、一 語一 語入力 す る方法 と、

フ ロ ッピーデ ィスクか ら一括 して大量 の候補語 に入 力 す る方法 が あるが、本 システ ムで は

両 方 の入力 方法 を用意 す る。

○辞書 との照 合

要 求機能 に おけ る辞 書検 索 に相 当す る。候 補語 と既 に 登録 され て いるデ ィスク リ プタ と

の照 合 を行 うもので、 検索 条件 は完 全一致 にて行 う。照 合 し一致 した場合 はデ ィス ク リプ

タ、 同義語 または カテ ゴ リと して既 に登録 済 であ るので 、登録 処 理 は行 わな い.不 一致 の

場合 は、頻 度辞 書 との照 合へ移 る。 なお、候補語 との照 合 に用 いる辞書 はカテ ゴ リ、デ ィ

スク リプタ、 そ して同義 語辞書 であ る。

○頻 度辞 書 との照合

要求 機能 であ る頻度 評価 の辞書 照合 に相 当す る。候補 語 と頻度 辞書 との見 出 しマ ッチ ン

グ を行 う。 完全一 致 した場合 は、 頻度 数 をカ ウン トア ップ し 「しき い値 」(デ ィス ク リプ

タ と して登録 す る際 の用語 と しての 出現回数 の最 低値)と の比 較 に移 る。 不一致 の場 合 は、

頻 度数1の 新 しい用語 と して頻 度辞書 に登録 を行 う。そ して 「しき い値 」 との比 較 へ移 る。

○ しき い値 との比 較

要 求機能 であ る頻度 評価 の一 部 の機能 と頻 度更 新/一 時蓄積 に相 当する。候 補語 の 出現

回数 と 「しきい値」 との 比較 を行 う。候補 語 の出現 回数 が 「しき い値 」の値 と等価 にな っ

た時 にシ ソーラ ス辞 書 の更新 で あ るデ ィス ク リプタの登 録 作業 を行 うか、 「しきい値 」 に

達 しない場合 は頻 度辞書 の出現頻 度数 を更新 す る。

○ シソー ラス辞 書 の更新

要求 機能 にお け る辞 書更新 に相 当す る。デ ィス ク リプタ候補 語 を、 どのカテ ゴ リ配 下の

デ ィス ク リプタ と して、 ま たどのデ ィスク リプタの 同義語 と して登 録 するか の機 能 で あ る。

この シス テムで は、登 録 しよ うと して いる用語 が どの カテ ゴ リの配 下 に属 す るのか す で に
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図4-7シ ステ ムの操作 手順
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登録 され ているデ ィス ク リプ タを検索 す る。 そ して 、既 に登録 され て いるデ ィス ク リプタ

と後 方一致 した 時、検 索 され たデ ィス ク リプタ を含 むカテ ゴ リが今登 録 しよ うと して いる

用語 のカテ ゴ リと して優先 的で あ る と して利 用者 に通知 す る。 利用 者 は、そ の カテ ゴ リを

確認 し、適 切で あれ ば そのカテ ゴ リの も とに デ ィス ク リプタ と して登録 す る。検索 条件 は、

末尾 か らの最長 一致 方式 を採用 した。例 え ば、カ テ ゴ リと して 「会社 名」 で、 その下 に

「岡村製作 所」 とい うデ ィス ク リプ タが登 録 され て お り、候 補語 と して 「くろがね工作 所」

が入 力 され た とす る。後 方か らの最 長 一致 と は、最 初 「くろが ね工作 所」 で検索 を行 い、

該 当 する文字列 をも ったデ ィス ク リプ タが存 在 しな い時 「くろ がね工 作所 」の 先頭 か ら1

文 字 ずっ減 らして マ ッチ ングパ ター ン を作成 し随時デ ィスク リプタを検索 す る方法 であ る。

この 例 で は、 「作 所」 で 「岡村製作 所 」 と 「くろがね 工作 所」 が一致 す る・ この時 「岡村

製 作所 」 を含む カテ ゴ リであ る 「会 社名」 を表 示 し、 利 用者 に このカテ ゴ リの も とに 「く

ろ がね工作 所」 をデ ィス ク リプタ と して登 録 して よ いものか の確認 を とれ る ように してあ

る。 な お、 後 ろの2文 字 でマ ッチ ング しな い時っ ま り後 ろ1文 字 でマ ッチ ング して もこの

システ ムで はその カテ ゴ リは採 用 され な い。

次 に、 この システ ム の機 能 につ いて簡 単 に記述 す る。 デ ィス ク リプタ の登 録作 業 におけ

る○ ターム入 力、 ○辞書 との照 合、 ○頻 度辞 書 との照合 、 ○ しき い値 の比較 とい う手順 は 、

入力された候補語がデ ィスクリプタとして登録するのに適切な用語であるか検査 を行 うも

ので ある。 この間 の手順 はほ とん ど人 間の判 断 を必要 とせ ず、 大量 の候 補語 の中か らデ ィ

スク リプタ と しての資 格(あ る 「しき い値 」 を こえ る)の あ る語 を抽 出す る という一括

(バ ッチ)処 理 的性 格 をもっ手続 きで ある。一 方、 ○ シ ソーラス辞 書 の更新 は、デ ィスク

リプタ と して登録 資格 の ある用 語が どのカテ ゴ リの どの デ ィスク リプタの 同義 語 であ るか

判断 しなけれ ばな らな いため、 最終 的 には人 間の知 恵 に頼 らざ る を得 な い ところであ る。

以上 の よ うな理 由か らデ ィス ク リプ タ登録 作業 の うち○ ターム入 力か ら○ 「しきい値 」の

比較 までの処理 を① 「デ ィイ ク リプ タ選択」 と してひ とつ の手 続 きに、② シソーラ ス辞 書

の更 新 を② 「デ ィス ク リプタの登録 」 と して2つ の機能 に分 類 した。

登録機 能 として は他 に③ 「カテ ゴ リの登録 」 に関す る機能 をもたせ る。 論理 的に は99999

個 までのカテゴリおよびカテゴリ候補語の登録を可能 とする。カテゴリ候補語 とは、今は

その配下にディスクリプタが余 りないがやや増加の傾 向にあ り、今後その分野の新 しい専

門的概念 となる可能性 が高 い用語のことをいう。
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次 に用意 する の は④ 「削除 」 の機 能 である。 この機能 はカテ ゴ リ、 デ ィスク リプ タ同義

語 の いずれ も削 除可能 とす る。 カテ ゴ リを削除 する場合 はそ のカ テ ゴ リに登録 され て いる

デ ィス ク リプタや 同義 語 をそれ ぞれの辞書 か ら削除 しな けれ ば な らない。 カテ ゴ リの 削 除

は、 カテ ゴ リそ の もの が無 くな って しま うという よ り,カ テ ゴ リの もっ性格上 時代 と とも

に概 念が変 化 し、 例 え ばひ とつ のカテ ゴ リが2つ の カテ ゴ リに分 類 され るとか、絶 数 の カ

テ ゴ リをひ とさの カテ ゴ リに統 一 した方がふ さわ しいケ ー スが生 じるで あろ うこ とを考慮

した。 このため、 カテ ゴ リの削 除に よ ってデ ィス ク リプタ辞書 お よび同義語 辞書 か ら削 除

され る用語 は、再 度登 録 され る可能 が非 常 に高 いた め これ らの語 を一時的 に ファイ ル に蓄

え るこ とに よって、 デ ィ スク リプタの登録 機能 を用 いて登 録機 能 を用 いて再 度登録 で きる

方 法 を用意 す る。 デ ィス ク リプタや 同義 語の 削除は誤 操作 や利 用 者 の誤判 断等 に よっ て、

適 正 なカテ ゴリの も とにデ ィス ク リプタが登録 され なか った り、 適正 なデ ィス ク リプ タの

も とに同義 語が付 与 され な か った時 に必要 になる もので あ る。 同義語 の 削除は、 同義 語辞

書 よ り該 当す る見 出 し語 を削除 す る とともに、 デ ィス ク リプ タに登録 され て いる同義 語 の

個 数 を1減 算す る。 デ ィ スク リプタの削除 は、 該 当す る同義 語 があ れ ばその語 のす べ て を

同義 語辞書 よ り削 除 した後、 デ ィス ク リプタ辞書 よ り該 当 す る見 出 し語 を削除 す る。 さ ら

に、 この語 を含 む カテ ゴ リのデ ィス ク リプタ個数 情況 か ら1減 算 す る。

この他 に⑤ 「表 示 」 と⑥ 「印刷 」 の機 能 を用意 す る。 「表 示」 とは コンピ ュー ター のデ

ィス ク リプ タにカ テ ゴ リ、デ ィス ク リプタや 同義 語 を表 示 する機 能 であ る。デ ィス ク リプ

タ画 面は表示 範 囲 に制 限が あ るため1度 にす べての 用語 に 関す る情報 を表示 す るの は不 可

能 で あ る。 その た めカ テ ゴ リ、 デ ィスク リプタ、 同義 語 とい う レベ ルで表示 を行 う。 その

際 どのカ テ ゴ リの配 下 のデ ィス ク リプタに関 して表示 して い るのか、 さ らに どのデ ィス ク

リプタの配 下の 同義 語 を表示 して いるのか解 るよ うな表 示 方法 を とる。 「印刷 」は シ ソー

ラス辞 書 として登 録 され てい るカテ ゴ リ、デ ィス ク リプタ、 同義 語 を関連 づ けて一 覧 の リ

ス トを作成 す る機 能 で あ る。

な お、 この システ ム で はカテ ゴ リや デ ィス ク リプタの 文字列 の修正機 能 を持 って い な い。

理 由は、 あるカ テ ゴ リが複数 に分 類 される に して も統 一 され る に してもカ テ ゴ リ名 称 のみ

の修正 だ けです む 問題 で はな く、デ ィスク リプタに 関す る情報 もあわ せて検 討 しな けれ ば

な らな い と思わ れ る。 さ らに、 デ ィスク リプタの修正 に っ いて は、登録 されたデ ィス ク リ

プ タの見 出 し語 の誤 りがそ の原 因の多 くであ る と思 われ る が、 登 録 され たデ ィスク リプタ
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は ある 「しきい値 」 を こえる とい う検査 に合 格 して登 録 され たも のであ る。 この よ うな場

合、 用語の 見出 しに誤 りがあ って も先 にその原 因 を明 らか にす べ きであ ろ う。 また、原 因

の多 くが この様 な もので ある な ら、 そ の出現頻 度 は非常 に少 な い もの と思わ れ る。 以上 の

よ うな理 由か ら名 称 の修正 は簡 単 に行 うべ きもの で はな い よ うに思われ る。 も し、 そ の よ

うな事態 が発生 した場 合 は、 該 当す るカテ ゴ リや デ ィス ク リプタ を削 除 したの ち再度 キ ー

ボー ド入 力 によるデ ィス ク リプ タの選 択 と登 録機 能 お よび カテ ゴ リの登録機 能 を用 いて追

加す る方法 が残 されて い る。

4.2.シX
,テ ム の 操 作

レコー ドマ ネ ジメ ン ト用辞 書 管理 システ ム は、市販 のDBSパ ッケ ー ジで あ るdBAS

Emを 用 いて作 成 して いる。 この パ ッケ ー ジのも って いる機 能 で作成 で きる画 面の 表示 方

式や 操作性 な どに代表 される ユ ーザイ ンタ フ ェース は、 必 ず しもよ い と言え な い。 だが、

この システ ムの利 用者 の多 くは、 情報処 理 と いう分野 で は素人 と言 わ れ る人 々であ る こと

が想定 され る。 そ のた め、 この システ ムの作 成 時 にあた っては、 特 に簡 便 な操作 で利 用 で

き るシステ ム とな る よ うに注 意 し設 計 と開発 を行 った。

具体 的 には、 ウ ィン ドウ内 に表示 され て いる メニュ ーの 選択 な どは、 目的 とす るメ ニュ

ーに移 動す る操作 は 「カ ー ソル キー」、 目的 と した メニ ュー の選定 は 「リター ンキ ー」 と

い う2つ のキー操 作 のみ で行 え る よう,にしてあ る。 また、 利用 者 が この システ ムの ど こに

いて、何 を しよ うと して いるか わか らな くな った時 な どは、構 造 化 されて い る システ ム の

どこにいて も、 「ESCキ ー」 を押 す とい う行為 の みで システ ムの初 期 のメ ニ ューに戻れ

るよ うに してあ る。 さ らに、 デ ィス ク リプ タやカテ ゴ リの登 録 、 および 削除 といった特 別

の注 意 を要 する機 能 は、 キ ーの配 置位置 と して キーボ ー ドの上 位 に位 置 し、通 常 の キーボ

ー ドキーの位置 す ら少 し離れ て いる フ ァンク シ ョンキー に割 り当てる こ とに よって・ ユ ー

ザーの行為 の確 認 を行 える よ うに し、 操作上 の不 安 をな るべ く軽 減す る よ う配慮 してあ る・

このシステ ムは、dBASE皿 で作 成 して いる こ とは前述 したが、 この システ ム を立 ち

#げ る前 に、MS-DOSの も とで までDBASE(db・ ・e)と い うコマ ン ドを入

れ、dBASE皿 の シス テム を立 ち上 げて おか なけれ ば な らな い三 その 後 「DOMEN
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U」 と入 れ る こ とによ って、 レコー ドマネ ジ メン ト用辞書 管理 システ ムの プ ログラ ムが起

動 され る。

この システ ム を操作 す るにあ た り、 利用 者 は次の ような点 に注 意 を して欲 しい。 まず、

作成 してあ る プ ログラム は、 イ ンタ プ リタ といわれ るそ の都度 プ ログラ ム を解 析 しな が ら

実行 するモ ー ドで走行 するた めに、実 行速度 が遅 く、利 用者 の行 為へ の リア ク シ ョンが若

干遅 くなる 。そ の ため 「ESCキ ー」 な どを多用 す ると、 この システ ム ではな くdBAS

Emの システ ム へ制御 がわ た って しまい、dBASE皿 の システ ムが 「ESCキ ー」 をひ

ろ って しま うこ とが ある。 こん な時 は、`1'のIgnore(無 視)を 選択 し、 一担 こ

の システム へ制 御 を戻 し、ゆ っく りと 「ESCキ ー」 を押 す こ とによ って、 この システ ム

の初 期 の画面 まで戻 るこ とが 可能で あ る。

この シス テム が起 動 される と図4-8の 初 期画面 が表 示 され る。 この初期 画 面 には、 レ

コ ー ドマ ネ ジメ ン ト用辞書管 理 シス テ ムの持 って い る機 能の すべ てが 見 られ る よ うに して

あ る。 っ ま り、 利 用者 は表示 され た メニュ ーの内容 を見 る ことに よっ て、 この システ ム で

は何 がで き るか を知 るこ とが で きる。

以 下簡 単 に各機 能の操作 に つ いて、 画面 を示 しな が ら説 明す る。

4.2.1候 補 語の 選択

初期 画面 よ り候 補語 の選択 を行 うと、 図4-9に あ る入 力 方式 の選択 画面 が表 示 され る。

この メニ ュ ーで は フロ ッピーデ ィス クか ら一括 して候 補語 を入 力 する方 法 を とるか、 その

場 で コン ピ ュー タ と会話 しな が ら候補 語 を入力 する 方法の どち らか にす るか の選択 を行 う。

○ フ ロッ ピーデ ィス クによる一括 入力

フ ロッ ピーデ ィスク による一括入 力 方法 を選択 す ると、 この シスデ ムで持 って いる 「し

き い値 」 が表示 され る。変更 したけれ ばその値 を入 れ る。 する と、 図4-lOに あ る フロ

ッピーの ドライ ブ を入 れ るデ バ イス を指定 す る画 面 が表示 され、 指定 された ドライ ブか ら

一括 入 力方式 に よる候補 語の選 択処理 が行 われ る
。 も し、指 定 され た ドライ ブに該 当 する

ファイ ル名 が存在 しな い時は、 図4-llの ような エラー メ ッセー ジが 出力 され る。

フ ロ ッピーデ ィスク に よる一 括入 力 時の制 約事項 と して、 一括入 力 をす る ファイ ル名 を

固定 に してあ る こ とであ る。 そ の ファイル名 は、`TERMDB.TXT'で あ る。 その

ため この システ ム で候補 語 を処 理 する ために は、 この名 前 で ファ イル を作成 して お くか、

また はMS-DOSの 「renameコ マ ン ド」 で名前 を変更 して お くこ とが 必要 で ある。

一69一



次の操作の中か ら1つ を選択 して下 さい。

◇■1候 補 語の選択

◇2.デ ィス クリプタの登録

◇3.カ テ ゴ リーの登録

く>4.肖i]除

◇ 表示

◇6.印 刷

◇Q.終 了

図4-8初 期化画面 と候補諮の選択

図4-9フ ロ ッピ ーデ ィス ク入力 の選択
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… 「

デー一夕フ[コッピーを確認 し
ドライブを指{し て だ さい

指定 された ドライブにコァイルが あ りません.
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○ キ ーボ ー ドに よる入 力

図4-12の メニ ューで コ ンピュ ー タと会 話 しな が ら候 補語 をキー ボー ドか ら入 力 す る

方 法 を選 択 する と、 フ ロッピー か ら一 括 して入 力す る方 法 と同 じく 「しきい値 」 の確 認 が

行 わ れる。 そのあ と、 図4-13で 日本語 デ ータの入 力 モ ー ドにな って いるか ど うかの確

認 画面 が表 示 され 「リター ンキー」 を押 す こ とに よ って図4-14に み る ような候補 語 の

入力 画面 にな る。 この時 点で、 ウ ィン ドウの枠 にあ る入 力件数 が1件 目とな る。 こ こで候

補語 となる語 を入力 す る と、 シ ソー ラス辞書 との 完全 一致 の照 合 を行 い、 シソ ーラス辞 書

にな いもの をデ ィス ク リプタに登 録 する候補 語 とす る。 そ して、次 の候 補語 の入力 促 進 と

なる。 その画面 が図4-15で あ る。 ウィン ドウの枠 の 右上 に表 示 してあ る入力デ ー タ数

が2件 目の入 力 であ る こ とを示 し、入 力 され た候 補語 の うちデ ィス ク リプタの候補 語 と し

て1件 採用 され て いる こ とを枠 内 に表示 して いる。

4.2.2デ ィス ク リプタの登 録

図4-16の 初期 画面 よ りデ ィス ク リプタの登 録 を選択 す る。 図4-17に み る入 力 ファ

イルの選択画面ゐ俵 示 される。候補語 ファイル とは、候補語の選択処理によってディスク

リプタ候補語 と な った語 が入 って いる ファイル で あ る。 削 除語 フ ァイル とは、 カテ ゴ リが

削 除 され た ときに作成 される フ ァイル で、削 除 され たカテ ゴ リ配 下 のデ ィス ク リプタ と同

義語 が格納 され て いる。 どち らか を選択 した と して も、 その フ ァイル に何 も候 補語 が 入 っ

てい なけれ ば、 登録 処理 は終 了 し、 図4-18の ような エラ ー メッセ ー ジが 出力 され る。

候補 語が入 って いる場 合 は、文 字列 の後 方一致 検索 を行 う。後 方一致 となる語 がデ ィス

ク リプタ お よび 同義語 に存在 した場 合 は、 図4-19に ように その語 を含 むカテ ゴ リが表

示 される。 例で は、 「オ フ ィス機 器 」 とい うカテ ゴ リしか表 示 され て いないが 、 も し他 に

あれ ばそ のカテ ゴ リ名 が 表示 され る し、 「オ フィス機器 」 の 中のデ ィスク リプ タ レベ ルで

複数 一致 した場 合 は、一 致 した語 の数 だけ 「オ フ ィス機 器 」 と い う同 じカテ ゴ リ名 が表 示

され る。 この例 で は、デ ィスク リプタ候補語 の ウ イン ドウに、 今処 理対 象 とな って いる語

が表示 され てい るが1こ れ に よって どの よ うな用語 を処 理 して いるか がわか る よ うに して

い る。 このカテ ゴ リの表示 で は、 ま だ登録 処理 は行 うこ とはで きな い。登録 処理 を行 うた

め に は、 この表 示 されて い るカテ ゴ リの中か ら登録 した いカテ ゴ リを選択 し、 デ ィス ク リ

プタの登 録画面 また は同義語 の登録 画 面 にす るこ とに よ って可 能 とな るが、詳 しくは後 述
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1t:ttlSO川tT-C.tt・ 一占 ≡ 〕.t、.1・、.t.

候補語を入力 して下 さい。:

...,.・..k・ ・..、 ∵.∴.,.`∴ ・ ♪ ・ ・.・.,Il.∴ 〃.:1ウ ト ・¶ ∴1 、.膓t!1・lt.P口:.'丹.い1川r・ ・ぷ ト

候補 とな った数:0件 目

r''"・1… … 嚇一 ・""・ ・ 』 ・ ・1『 ・・'・'"a'・'"… … 一'/dl'・・Wl"し'・!]吻fこ …Lフ ・…1・"'・■Ψ"w・ 句ト ・・","/+・ 〉侃 否'll1刑:`・1巳 皇・b・U:llぷ 酬

図4-13日 本 語入 力 の確 認

{一'
・鵬R鯉 ■魍■圏随幽幽 圏幽幽圏圏幽幽四苦6吉

根補語を入力して下さい。:

-ii

候補とな・った数:e件 目

■■■■一 一 齪幽 胸 囲剛 闘 圃 堕醐 髭躍

図4-14候 補 語 の入 力
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.

h.～ ∴ ず、∴,..、 ■t.■ 」,1、.へ,川 庁 工 ・・1(=ご 二士 型 ・・}・転 ….;・ 岬1:∴1・ トい ・、・1・ll・ttigl-',1:.'

候補語を入力 して下 さい。:

⑭_.オ 惟 、、},→.、._:・,・w… 三,=「 し:`中 口t」:・ ・,"'`r;1ふ`・,・一
..,,i-.'、 ・、r'/1.・・一・・,・、;1.1、・_・ 酬 呼 …-1・ ・一 一 叩 ・1"・三・・':・…'t

図@7h.候 補 語 の 数

■■■■田酉■ ■習■ 圃 画

図4-i5候 補 語の数

候補 とな った数:1件 目

～;ト:ジ・;碗罵.'.ff≧s:・;11二'】r、}汀lv巳 ドb'L〕 ご`T'雲`ごnlt

園 圃 園 圃 顕職

臨
図4-16デ ィスク リプタ の登録 時の初 期 画面
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◆■111iミ 補語 ファ イル

<>2● 肖1」β4ミ言書ファ イ」レ

図4-17入 力 ファイル選択 画面
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所

柄r鯉

(1(
、

悌θ
工口……W㎜[1

すでルイアフ空

…
パ

図4-18候 補語 または削除語 フ ァイル が空 の時

一75一



_._.__,_一_,州 輌 一 、一"(」 」・,-m,・,m.(掛h-=y・ 小w・ 一 ・1・一 ・・一・-ilし み パ1`'晶m頑 ・穴

4;投 麟il
・

◇
 

1
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図4-19文 字 列が 一致 した時の カテ ゴ リ表示
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図4-20カ テ ゴ リの全表 示画面
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す る。 も し、 こ こで この候 補語 を登録 する の に該 当す るカテ ゴ リがな いため 他 のすべ て の

カテ ゴ リを見た い場合 は、 「ESCキ ー」 を押す こ とによ って、図4-20の カテ ゴ リの

全表 示 へ と移 る こ とがで きる。 また、該 当す る候 補語 の処 理 を中断 し、次 の候 補語 の処 理

を行 いた い時 は、 「保留:F3」 を押 す こ とによ って次 の候 補語 に よる検 索が 行わ れ る。

図4-20は 、 「オ フィス機器 」 とい う候補 語 に よって シ ソーラス辞書 を検索 し、後 方

に よる一 致 をみ な か った場合 の 例であ る。 図4-20の カテ ゴ リの全 表示 ウ ィン ドウに お

いて は、2列13行 のカテ ゴ リ、 っ ま りひ とっの ウィ ン ドウ に最 大26ヶ の カテ ゴ リが表示

可 能(こ れ はデ ィスク リプタで も同義語 で も同 じ)で あ る。 カテ ゴ リ表示 にお いて、表 示

され て いる カテ ゴ リ候補(ま だ カテ ゴ リに昇格 して いな い語)で あ った場 合、 表示 列 の一

番先 頭 に`@'表 示 され る。 その右 の`◇'の 列 の`◆'は 、 現 在 システ ム と して 注 目し

て い るカテ ゴ リ、 その右 の数 は表示 して いる順番号 、そ してカテ ゴ リ名 、 それ か らその カ

テ ゴ リが 保有 して いるデ ィス ク リプタの数(デ ィスク リプタが表示 され て いる場合 は、 そ

のデ ィス ク リプタの もっ 同義 語 の数)が 表 示 され る。 例 と して、 オ フ ィス機器 とい うカテ

ゴ リ を選 ん だ とする。 そ うす る と、 図4-21の ような候補語 をデ ィスク リプタ と して登

録 で きる画 面 とな る。 この時、 カテ ゴ リの ウィン ドウには、表 示 され て いるデ ィス ク リプ

タが含 まれ る カテ ゴリ名 が表 示 され る。 さ らに、1 .「 ワー プロ」 とい うデ ィス ク リプタ

を選 ぶ と図4-22の ように 「ワー プロ」 とい うデ ィス ク リプタの もっ 同義語 が表 示 され

る。 こ こで 同義 語 の登録 が可 能 となる。

ここで は例 と して、 オ フィス機器 の下 に 「オフ ィス機 器 」 とい うデ ィスク リプタ を登 録

してみ る。 図4-23の デ ィスク リプタ ウィ ン ドウで、18.の 「端 末」 の あ とに 「オ フ ィス

機 器 」 と い うデ ィスク リプタ を登録 した いとす る。 その 時 はまず 「カ ー ソル キ ー」 を18 .

の 「端 末 」 の位 置 まで持 って いき、 「F2登 録 キ ー」 を押 す。 これ で 「オ フ ィス機 器 」 は

「オ フ ィス機器 」 とい うカテ ゴ リのデ ィス ク リプタ として登 録 され る。 この画 面例 で は、

デ ィスク リプタの ウィン ドウ以 外の 各 ウィ ン ドウにデ ー タが表示 され て いる。 まず、 候 補

語 ウィン ドウで は 「オ フィス機 器」 という語 が処理 中であ り、 今表 示 している デ ィス ク リ

プ タは、 「オ フ ィス機 器」 とい うカテ ゴリの配下の デ ィス ク リプタで あ るこ とが解 る よ う

にな って い る。 この よ うな操作 を繰 り返 す こ とに よって、 候補語 ファ イル又 は削 除語 フ ァ

イ ル にあ る語の 登録 が可 能で あ る。 これ らの ファイル にあ るすべ て の語 の処 理 が終 了 する

と図4-24の 登 録処 理の終 了の ウイン ドウでその件 数 が通知 され る。 そ の後、表 示 の機能
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を用 いて 「オ フ ィス機 能 」 とい うカテ ゴリ配下 のデ ィスク リプタ をみ たもの が図4-25で

あ る。候補 語 の あ とに 「オ フィス機器」 と い うデ ィス ク リプタが表示 され て いる。

4.2.3カ テ ゴ リの登録

操作 は キーボ ー ド入力 による会話型 の候補語 選択 処理 に似 て いる。 図4-26の 初期 画

面 でカテ ゴ リ登 録 を選 択 す ると、図4-27に み る 日本語 の入 力 モ ー ドの確 認 が され る。

「リターン キー」 を押 す こ とによ って図4-28の 画面 に移 りカテ ゴ リ登録 が可能 とな る
。

こ こで登録 した いカテ ゴ リ入 力 する と、図4-29に み るカテ ゴ リ候補 かの確 認画 面 が表

示 され る。 カテ ゴ リな ら 「リタ ーンキー」、 カテ ゴ リ候 補 と して登録 するな ら`Y'と 入

れ て 「リタ ー ンキ ー」 を押 す。 す ると次に登録 す るカテ ゴ リの入 力促進 面 となるが 、終 了

した けれ ば 「ESCキ ー」 で初 期画面 へ と戻 れ る。

4.2.4削 除

この 削除 は、 カテ ゴ リ、 デ ィス ク リプタ、 同義 語 すべ て を削 除する こ とが可 能で あ る。

図4-30の 初期 画 面 で削 除機能 を選択 する。す る と、図4-31の カテ ゴ リ削 除画 面 が表

示 される。 この 例 でみ る ように、 カー ソル を 「オ フ ィス機 器」 というカテ ゴ リの位 置 に移

動 させ 「リター ンキー」 を押 した りす ると、 図4-32の よ うにカテ ゴ リウィン ドウに 「

オ フィス機器」 が表示 され、デ ィス ク リプタ削除 ウ ィン ドウに 「オ フィス機 器 」の配 下 の

デ ィス ク リプタが 表示 され る。 さらに、 カー ソル を 「ワー プロ」 とい うデ ィス ク リプ タの

位 置 に移 動 させ 「リター ンキー」 を押す と、 図4-33の よ うにカテ ゴ リが 「オ フ ィス 機

器 」 でデ ィスク リプタが 「ワー プロ」の同義語 が表 示 され る。 削除す る際は、 削除 した い

カ テ ゴ リ名、デ ィス ク リプタ名 、同義語名 の位置 に カー ソル を移動 させ、 「削 除キ ーで あ

るF2」 を押す こ とによ って可能 であ る。 図4-34は 、 「オ フィス機器」 とい うデ ィス

ク リプタ を削除 してい る例 であ る。 まず、 「オ フィス機器 」の位 置 にカー ソル を持 っ て い

き 「F2」 を押 す と、 削 除対象 語の ウィン ドウがオ ー プン され削 除対象語 であ る 「オ フ ィ

ス機 器」 が表示 され る と同時 に、 確認 のメ ッセー ジ ウィン ドウが オー プンされ る。 削 除 す

る語 であれ ば 「リター ン キー」 を押 す ことに よってそ の語 は削 除 され る。 も し、誤 操作 で

あ るな ら`N'を 入 れて リター ンキー を押 すこ とに よって その語 は削 除 されな い。 「オ フ

ィス機器 」 を削除 したの ちのデ ィス ク リプタをみた もの が図4-35で あ り、 「オ フィ

一81一



/t_川r「 二 」t…n・.,i7〕 ・r－ 締 …'六 ∴ ・一 …tl・"・ ・・・・… 一 ・・・…:・…:}lt・ ・'r/L:/"一"lf-'…"w刎:

、..,.1,wr."'.r, .:f,:・1,:・r柑 一"・ 靭 ・tll}"・re・/一,・'`'",・・.'H'ダ・㌦・

カ テゴi」"名 を入力 して下 さい.:1日 本言書入力に し'(Tさ い
・1

1、1、∵ 」1い_11,:1・.・-t・,一 ・≡1:㌫ ㌫

図4-27日 本語 入 力 の確認

1・・巨 ・・b㎞ 二・宮
.ず・:・・:、・

1

...1、.、1.,,、 、.T..、..、 ヨ.工 一_一 差㊦ ㌣ 』 ・・ら 一=,… ふ,1・1・浸1・-r・ ㊥r・ τ一 ・・一 ー ー 一 ≡:い:㍍ ・∴州 ぷ つ・`

カテ ゴリー名 を入力 して下 さい。:
層、

闇匡i躍

■

幡'・ 一ー一・・一一『 ・一

■1謹 ■囲 罰畷■面 一 ㎜ 一 圃 細
図4-28カ テ ゴ リ登録画面

一82一



羽rr-.J:Tl.1JbeTrflr,-F「 識、げ..

議i職

_囲 睡謹白晒 ㎞

図4-29カ テ ゴ リ候補 の確認

園 圃 園 圃 臨

次の操作の中か ら ユつ を選択 して下 さい

◇ 候補語 の選択
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図4-30削 除時の初 期画面
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糟_一

を選択 して下 さい。
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リプタの登録

一の登録

図4-36表 示 を選 択 した時 の初 期 画面
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ス機 器」 が 削除 され て いる。

なお＼ カテ ゴ リを削 除す る際 は、 そ の配 下 にあ るデ ィスク リプ タや 同義語 が削 除語 ファ

イル に格納 され る。 この ファイル は、デ ィス ク リプタの登録処 理 に利 用 でき る もの であ る。

これ によ りカテ ゴ リの改編(統 合、分 類等)が あ った と して も、再 度 すべ ての デ ィス ク リ

プタ を入 力 する こ とな く容易 に行 うこ とが できる。

4.2.5表 示

カテ ゴ リ、 デ ィス ク リプタ、 同義 語 をデ ィス プ レイ に表 示 す るだけ の機能 で ある。

図4-36の 初 期画 面 で5つ の表示 機能 が選択 され た時 に有 効 とな る。

表示 画面 は、 カ テ ゴ リウィン ドウ、デ ィス ク リプタ ウィン ドウ と表 示 ウィン ドウの3っ

か ら構成 されて い る。 最初 にあ らわ れ る画面 は、図4-37カ テ ゴ リ表 示画 面 であ るが、

カテ ゴ リは最上 位 に位置 す るため 、 カテ ゴ リ、 デ ィス ク リプタ ウ ィン ドウには何 も表 示 さ

れ な い。表 示 ウ ィ ン ドウにカ テ ゴ リが表示 されるだ けであ る。 デ ィス ク リプタ をみた い時

は、 それ が見た いカテ ゴ リを選択 す る ことに よって図4-38の よ うなデ ィス ク リプタ表

示画 面 とな る。 この時 は、 どの カテ ゴ リの配 下のデ ィス ク リプ タであ るか を表示 す る ため

に、 カテ ゴ リウ ィ ン ドウに選択 され たカテ ゴ リ名 が表示 され る。 さ らに、同義 語 が見 た い

時 は、 見 たいデ ィスク リプタ を選択 す ると、図4-39の 同義 語 の表示 画面 とな る。 そ の

際 には、 どの カテ ゴ リの どのデ ィス ク リプタの同義 語で あ るか が わか る ように各 ウィ ン ド

ウカ テ ゴ リ名、 デ ィス ク リプタ名 が表示 され る。 この例 は、同義 語 が存在 しな い時の例 で

あ る1

4.2・6E口filj

シ ソー ラス辞書 に登 録 され て いる、 カテ ゴ リ、 デ ィス ク リプタ および 同義 語 すべ て の見

出 しを関係 づけ た一覧 リス トを出力 す る機能 であ る。初期 画面 で6っ の機能 を選 択 す ると、

図4-40の よ うな確認 ウィン ドウが表示 され る。 この時点 で終 了 した けれ ば 「ESCキ

ー」 を、 印刷 を開始 したけれ ば 「リタ ーンキ ー」 を押 す こ とに よ って 、 プ リンタ に出力 さ

、 れ る。 プ リンタ に出力 され たカ テ ゴ リ、デ ィス ク リプタお よび同義語 の一覧 リス トの例 は、

表4-1の とお りであ る。
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表4-2シ リー ラス辞 書 の一覧 リス ト

PAGE.1

カ テ ゴ リ ー デ ィ ス ク リ プ タ ー 同義語

1.関 適 法 観

法

法

化

準

準

基

法
標

築

防
業

建
消

工

1
2
3

2.会 社 名

1.太 陽 神 戸 三 井 銀 行

2.オ フ ィ ス 総 研

3.ORI

4.オ フ ィ ス 総 合 研 究 所

5.東 京 レ コ ー ド マ ネ ジ メ ン ト

LTRM

6.関 西 レ コ ー ド マ ネ ジ メ ン ト

1.KRM

7.オ フ ィ ス マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム

8.フ ァ イ リ ン グ ク リ ニ ッ ク

9.ス チ ー ル ケ ー ス

1.日 本 ス チ ー ル ケ ー ス

10.オ カ ム ラ

11.く ろ が ね

12.ITO
1.ア イ テ イ オ ー

13.兵 庫 リ コ ー

14.京 都 リ コ ー

15.岐 阜 リ コ ー

16.東 北 リ コ ー

17.長 崎 リ コ ー

18.愛 知 リ コ ー

19.神 奈 川 リ コ ー

20.リ コ ー

21。 リ コ ー シ ス テ ム 開 発

1.RIS

22.三 愛 不 動 産

23.リ コ ー テ レ テ ッ ク

1.RTT
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4.3.モ ジ ュ ー ル 構 成

本 システ ムの プログラ ムの構成 図 は次 の とお りであ る。

入 力フ7イルの選択

'

CATENT.PRG

、DELCAT'PRG

カテ㌃ 表示

終了

テ'イスクリフ'タの 削 除

テ'イスクリフ'タの 表 示

後方一致表示

図4-41レ コー ドマ ネ ジメ ン ト用辞 書管理 システ ムモ ジュ ール構成 図
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4.4.辞 書 の 構 成

本 システ ムで用 いて い る辞書(フ ァイ ル)の 一覧 は次の とお りで ある。

表4-3レ コ ー ドマ ネ ジ メ ン ト用辞書 管理 システ ムの一 覧

項番 フ ァ イ ル 名 辞書(フ ァ イ ル)名 イ ン デ ッ ク ス

① TEXTDB.DBF 候補語辞書

② FREQDP.DBF FTDX.NDX

③ KOUHODB.DBF デ ィス ク リプ タ候 補語 辞 書

④ SAK.UJODB.DBF 削除語辞書

⑤ CATDB.DBF カ テ ゴ リ辞 書 CATDX.NDX

HCDX.NDX

⑥
`

KDB.DBF デ ィス ク リプ タ辞 書 KTDX.NDX

KITDX.NDX

KCDX.NDX

HKDX.NDX

⑦ RDB.D,BF 同義語辞書 RTDX.ND .X

RKDX.NDX

HRDX.NDX

⑧ WCATDB1.DBF WCATDX.NDX

⑨ WCATDB'2:DBF

⑩ WKDB.DBF

⑪ WRDB.DBF
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5.実 験 ・評 価

5.1.実 験

実 験 の 目的 は今 回開発 した システ ムの 改善点 を整理 す る ことにあ り、 サ ン プル文 書 を使

用 して運 用 テ ス トを行 っ た。 テス トの概要 はっぎの通 りであ る。

サ ン プル文書 か ら単 語 を抽 出 した。

その抽出 したものを辞書管理 システムに入力 し、システム上で一定の頻度で(し きい値)

出現する新単語について用語およびカテ ゴリの更新 を行 いシステムの機能の確認 を行 った。

5.2.結 果 及 び 考 察

開発 した辞 書 管理 システム の機能 を確認 した結果 は以 下 の とお りで あ り、 辞書 更新 か ら

の人手 作 業 を軽減 す るた めの支援 システ ム機能 は達 成 でき た といえ る。

① 一語 一語 の 「キーボ ー ド入 力」 と 「FD－ 括入 力」 の両機 能 とも達成 で き た。

②候 補語 の抽 出 に出現回数 「しき い値 」 に より、 登録対 象語 が 自動 選択 表示 され る こと

が確 認 で き た。 また 「しき い値 」 を画 面 の指 示 に従 い、 キー ボー ドか ら変 更 で きる こ

とも確 認 で きた。

③ システ ムの検 索機 能 に よ り"候 補 語"と"既 に辞書 に登録 されて い る用 語"と が後 方

一致 した場 合 に、 検索 され た用語 を含 むカテ ゴ リを今登録 しよ うと して いる用語 の カ

テ ゴ リと して優 先 的 に表 示 する機能 を確 認で きた。例 え ば、 カテ ゴ リが 「会社 名 」で 、

その下 に 「神奈 川 リコー」 とい う用語 が登録 されて お り、新 規 に候補語 と して 「京 都

リコー」 を入 力 した。そ の結果 「リコ ー」で 「神奈 川 リコー」 と 「京都 リコー」 が後

方一 致 し、 この時、 「神奈 川 リコ ー」 を含 むカテ ゴ リであ る 「会社 名」 を表 示 した。

④ 同一 カ テ ゴ リ内の用語 の追 加は カテ ゴ リの範 囲 内の任意 の画面 表示 場所(カ テ ゴ リ別

用語 画面 に表 示 され る リス ト)に 挿入 す る機能 を確認 で き た。
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6.結 論

レコー ドマネジメン トのための 自然語検索システムに用いる辞書更新か らの人手作業を

軽減するための支援システム機能 を開発 した。また、その対象 となる機能は次の三点であ

る。

①候補語の入力を一語一語入力する方法 と、 フロッピーディスクか らの大量一括入力

する方法の両方の入力を可能にする。

②候補語の出現回数によ り、辞書登録対象語 を自動選択表示する。

③辞書更新時、登録対象語が どのカテゴ リの配下に属するか システム的に判断 し、可

能性のあるカテゴリを画面 に優先表示する。

システムでできることはシステム化(①,②,③)を 行った。特 に、③のシステム処理

(カ テゴリ内の既登録語と新規登録対象語 との照合)に おいては、後方一致機能 により複

合語の照合 を達成 した。 ・

形態一致機能 と意味的一致機能は必要 と考えるが、 この課題は今後の世の中の科学技術

の進歩を待たなければな らないものと考える。

今後予想される効果として、本 システム機能 と自然語 自動抽出機能を持つ検索 システム

と組み合わせ ることによ り一般ユーザ ーでもペーパーファイリングおよび電子ファイ リン

グにおける自然語検索 システムの構築 と維持が円滑 にな り、rレ コー ドマネジメン トの確

立』に大きく貢献できるものと思われる。
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